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地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

光源寺　信（岳・文香）小　川
こうげんじ しん

田貝　柑奈（智史・晃子）大桑原
たがい かん な

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（静　江）
（敏　治）
（篤　司）
（伸　一）
（克　郎）
（一　彦）
（　浩　）
（恵里子）
（　護　）
（道　徳）
（善　澄）
（好　美）
（伸　晴）
（　渉　）

川　井
中　央
仲　町
下　町
下　町
中　央
東　町
小　川
西野牧
吉　崎
下小坂
中小坂
南野牧
仲　町

青木　一二　
今井ゆき子
市川　ノブ
伊藤　リン 
櫻井昭太郎
黒澤　勇
茂木　サク
小金澤　清
髙橋　三郎
高𣘺　邦夫
佐藤　敏夫
茂木　清二
並木わかの
新井　俊子
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下仁田町公式 SNSについて

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

森の妖精コンテスト

in上信電鉄
～上信電鉄×女性村ねぎぼうず コラボイベントを開催～～上信電鉄×女性村ねぎぼうず コラボイベントを開催～

高栁　敦妃　 　（茨城県）
柳　　芽生　　 （本　宿）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

人口
　男
　女
世帯

（　21）
（　11）
（　10）
（　 7）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,204人
3,054人
3,150人
3,137世帯

転入   11人/  出生 2人
転出   16人/  死亡 18人

（8月1日現在）

（7月中）
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町商業協同組合 ※ポイント、商品券の取り扱いは
　加盟店により異なります。
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毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍
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【下仁田町商業協同組合 加盟店】

お買い物は地元商店街でお買い物は地元商店街で
貯めて使おう！！ スクラムポイント貯めて使おう！！ スクラムポイント ～１０月開催予定～～１０月開催予定～

商業協同組合グラウンド
ゴルフ大会

商業協同組合グラウンド
ゴルフ大会

●参加条件
スクラムカード７００ポイント
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●参加条件
スクラムカード７００ポイント
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！

・マルイ洋品店　・花のたかはし　  ・かしわや呉服店　・ヨシザワ洋品店
・えびすや　　　・鈴木電機商会　  ・総本家紙屋　　　・大井田薬局　　
・茂木時計店　　・カネミさいとう  ・清月堂 喜楽庵　  ・吉野屋
・三文字屋　　　・大協エネルギー  ・中江米穀店　　　・中磯商店　　　
・布屋　　　　　・たかはし文具店  ・インテリア高橋　・寝具の大島　　
・土谷電気商会　・カシワヤ薬局　  ・コバヤシ薬局　　・里見文林堂
・森川酒店　　　※順不同
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予防接種費用助成の申請がインターネットでできます
高齢者肺炎球菌 帯状疱疹・

　接種前に申請が必要な予防接種費用助成事業について、一部の申請がインターネットからできるように
なりました。役場の閉庁時間でも申請ができます。※申請後にお渡しする書類は、ご自宅へ郵送します。

　今年度もインフルエンザ予防接種の費用を一部助成する事業を実施します。助成の対象となる方へは９
月中に通知と申請書をお送りします。
　接種を予定している方は事前に保健センターへ申請をしてください。

 帯状疱疹予防接種
●対象者　50歳以上の方
●助成金額
　生ワクチン…………４，０００円/回・１回のみ
　不活化ワクチン…１０，０００円/回・２回まで
※不活化ワクチンのみ2回接種が必要
※どちらのワクチンを接種するかは
　医師等にご相談ください。
※医療機関で定めている接種費用と
　助成金額との差額が自己負担とな
　ります。

●問い合わせ先
　保健課保健推進係（保健センター内）
　☎82―5490

 高齢者肺炎球菌予防接種
●対象者　①と②の両方に当てはまる方
①23価肺炎球菌ワクチン未接種
　※自費で接種した場合も助成対象外
②接種日時点で65歳以上
　※年齢により定期接種と任意接種に区分
・定期接種　接種日時点で65歳または60～64歳

で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機能に
障害がある。（身体障害者手帳1級
相当）※65歳の誕生日を基準に通
知します。

・任意接種　定期接種対象外の方
●自己負担額　２，０００円

肺炎球菌
申請フォーム

帯状疱疹
申請フォーム

予防接種費用の一部を助成します
高齢者

任意予防接種の費用を一部助成します
【子ども・妊婦】 インフルエンザインフルエンザ 新型コロナウイルス感染症

新型コロナウイルス感染症

・

●対象者　①または②に当てはまる方
①接種日に満65歳以上
②60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機能に障
害がある。（身体障害者手帳1級相当）
●接種期間　10月1日から
●接種回数　1回
●接種方法　医療機関に直接予約してください。

接種に必要な予診票は医療機関や
保健センターで配布しています。

●ご注意ください
※期間外、2回目の接種は全額自費となります。
※生活保護受給者の自己負担金は無料になりま
す。接種前に保健センターへ申請し、証明書を受
け取ってください。

 インフルエンザ予防接種
●自己負担金　１，２００円
●接種期日　令和6年12月31日まで

 新型コロナウイルス感染症予防接種
●自己負担金　３，０００円
●接種期日　令和7年3月31日まで
●ご注意ください
※初回接種が済んでいない方でも助成対象は1回
のみです。
※特例臨時接種から定期接種に移行したことによ
り、下仁田町では接種券を発行しません。予診票
のみで接種が受けられます。
●問い合わせ先
　保健課保健推進係（保健センター内）
　☎82―5490

対象者

●問い合わせ先　保健課保健予防係（保健センター）☎82－5490

回数 方法 申請受付期間自己負担

1，200円

自己負担

3，000円

２回

１回

１回

満3歳～
13歳未満

満13歳～
年度年齢18歳
（高校３年生相当）

妊　婦

・事前に保健センター
へ申請して予診票を
受取る
・指定医療機関に予
約し接種する
・医療機関へ自己負担
金を支払う

9月24日～
12月20日
(土日祝を除く)

接種期間

10月1日～
12月末日
（医療機関の休診
日をご確認くださ
い）

　コロナウイルスにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定している方は事前に保健セン
ターへ申請をしてください。

任意予防接種の費用を一部助成します
【中学３年生・高校３年生】

対象者

●問い合わせ先　保健課保健予防係（保健センター）☎82－5490

回数 方法 申請受付期間

１回

・事前に保健センター
へ申請して予診票を
受取る
・指定医療機関に予
約し接種する
・医療機関へ自己負担
金を支払う

9月24日～
3月21日
(土日祝を除く)

接種期間

10月1日～
3月31日
（医療機関の休診
日をご確認くださ
い）

H21年4月2日～
H22年4月1日
（中学３年生相当）

H18年4月2日～
H19年4月1日
（高校３年生相当）

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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期　　日

9月9日（月）

9月13日（金）

10月2日（水）

10月4日（金）

11月30日（土）

午前7時30分～8時30分

午前9時～11時

午後１時～２時15分

午後１時～２時15分

午前7時30分～8時15分

午前9時15分～9時45分

午前9時～11時

午後１時～２時15分

馬山社会体育館

保健センター

西牧防災研修施設

13区公会堂

西牧防災研修施設

保健センター

－

－

〇

〇

－

－

－

〇

〇

〇

－

－

〇

〇

〇

－

－

〇

－

－

－

－

〇

－

時　　間 会　　場 乳がん
子宮頸がん

胃がん
（バリウム）

特定健診等
大腸・胸部
レントゲン
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特定健診・各種がん検診等のお知らせ
全日程予約制

　特定健診、後期高齢者健診、若年者健診、結核・肺がん検診、大腸がん検診・胃バリウム検
診・乳がん検診・子宮頸がん検診等の予約を随時受付中です。まだ健(検)診を受診されていない
方は、ぜひこの機会に保健センターへご予約をお願いいたします。
※感染症法により65歳以上の方は、年１回は胸部レントゲン撮影を受診しなければなりません。

※国保・後期人間ドックや個別健(検)診との重複受診はできませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページや各健(検)診のご案内をご覧ください。
　各健(検)診のご案内が必要な方は保健センターへご連絡ください。

●受診料
特定健診
後期高齢者健診
若年者健診

64歳以下

65歳以上

500円
500円

無 料

無 料

大腸がん検診

胃バリウム検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
結核・肺がん検診
(胸部レントゲン撮影)

●予約・問い合わせ先
　電話：保健課保健推進係（保健センター内）☎82-5490
　予約専用フォーム：携帯のQRコードで読み取ってください⇒

●日程　受付時間は15分ごとの予約制です。予約した受付時間内に会場へお越しください。
団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、花火打ち上げに対し、地区法人会員の皆様を中心
に多くの企業、事業所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の
協賛金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、御礼のご
挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下仁田建築業組合
下 仁 田 金 融 会
下仁田町森林組合
下仁田町更生保護女性会
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
ぐ ん ま 共 済
建 成 会
下仁田飲食店組合
下 仁 田 町 議 会
下仁田町区長会
下仁田町農業委員会
富岡ライオンズクラブ
下仁田町管工事協同組合
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

医療法人 清隆会　佐藤医院
㈲ マ ル イ
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈱ 諸 星 建 設
㈲ 総 本 家 紙 屋
里 見 文 林 堂
㈱小林新次郎商店
㈱ 荻 野 商 店
㈲ 森 川 酒 店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
神戸工業不動産
近 田 輪 店
㈲ 新 彦 商 店
c u r r e d i e m
㈲コバヤシ薬局
カシワヤ薬局㈲

東 陽 軒
エ イ ト
㈱林吉太郎商店
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 恵 比 寿 屋
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲鍋 屋
㈲ 日 昇 軒
㈲ 成 和 自 動 車
㈲花のたかはし
㈲カネミ・さいとう
セブンイレブン下仁田町下仁田店
スナックぶぉるが
㈱ マ ル モ ト
イワイオートサービス
㈲下 協
安 兵 衛
堀 口 精 肉 店
畳とインテリアあるが
寝 具 の 大 島
㈲鈴木電機商会
㈲石井自動車整備工場
土 屋 製 作 所
国際警備保障㈱
きよし や 食 堂
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場
こ ば や し
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
ウッドショップ関口
木 暮 接 骨 院
㈲尚美堂印刷所
ライフエイド

㈲ 矢 嶋 石 材
㈲本 多
㈱開成エンジニアリング
髙 橋 寝 装 店

㈲鈴木銃砲火薬店
中 江 米 穀 店
なかい観光バス㈱
ヘアーサロンサトウ
神 戸 住 建
ブラッスリー茶茶
福 田 屋
千 野 新 建 材 店
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱神戸万吉商店
上 原 建 設 ㈱
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲土谷電気商会
妙 義 書 房
布 屋
小須田総合保険事務所
㈲今井水道ガス工事店
東 海 ガ ス ㈱
㈲ 市 川 石 材
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲今井鉄建設備
㈲下仁田温泉清流荘
飯 塚 時 計 店
村 木 建 設 ㈱
㈲石井ライフ工業
㈲ ま る や
ヨシザワ洋品店
茂 木 時 計 店
一 番
金 子 酒 店
㈱ 常 盤 館

神 戸 土 木 ㈱
㈱ サ マタ 機 工
㈱ 岩 井 工 建

㈲ 坂 口 建 設
㈲ 中 澤 製 作 所
㈲産業開発しもにた
㈲ ケ イ ハ ウ ス
佐 藤 電 子 工 業
東武興業㈱下仁田カントリークラブ
白 山 製 材 ㈱
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲中山金属工業
ま や まド ラ イ
㈱ エ ス テ ック
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
セブンイレブン下仁田インター店
石 井 末 雄

萩 原 建 設 ㈱
みなしろ建設㈱
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所
㈱ K F E
シ ラ タ カ 建 設
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱ 相 川 産 業
㈲しもにた聖 苑

㈲ エ コトピ ア
㈱ 下 仁 田 物 産
茂木食品工業㈱
下仁田こんにゃく観光センター㈱
林自動車整備工場
永 井 印 刷 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
㈱丸高食品商会
㈱ 斉 藤 食 品
㈱日興製作所下仁田工場
合 同会社 T K Y
㈲ 神 戸 オ ート
㈲ 下 仁 田 椎 茸
大 塚 晏 可

㈶ 神 津 牧 場
㈱ 山 　 　 昭
㈱ 小 井 土 蒟 蒻
㈲荒船環境興業
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈱オギノケアサービス
㈲かぶら電子工業
戸 塚 建 設 ㈱
デザイン工業㈲
㈲ 小 井 土 建 設

㈲アスモ・エフ・シー
アサヒサービス㈱
㈲ 黒 沢 組
白石工業㈱白艶華工場
㈱ フ ク ダ
くるま工房赤岩自動車
幸 樹 園
小金澤下仁田蒟蒻㈱

㈱磯貝晃三商店
国 土 建 設 ㈱
浅 川 商 事 ㈱
㈱ イ シ コ ー
㈱ 東 洋 食 品
菊 地 俊 之
岡 田 健 人

黄綬褒章受章
内閣総理大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

▲法人会下仁田地区会の皆様から多大なご寄付

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り

合

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。
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5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



期　　日

9月9日（月）

9月13日（金）

10月2日（水）

10月4日（金）

11月30日（土）

午前7時30分～8時30分

午前9時～11時

午後１時～２時15分

午後１時～２時15分

午前7時30分～8時15分

午前9時15分～9時45分

午前9時～11時

午後１時～２時15分

馬山社会体育館

保健センター

西牧防災研修施設

13区公会堂

西牧防災研修施設

保健センター

－

－

〇

〇

－

－

－

〇

〇

〇

－

－

〇

〇

〇

－

－

〇

－

－

－

－

〇

－

時　　間 会　　場 乳がん
子宮頸がん

胃がん
（バリウム）

特定健診等
大腸・胸部
レントゲン

行政情報行政情報

特定健診・各種がん検診等のお知らせ
全日程予約制

　特定健診、後期高齢者健診、若年者健診、結核・肺がん検診、大腸がん検診・胃バリウム検
診・乳がん検診・子宮頸がん検診等の予約を随時受付中です。まだ健(検)診を受診されていない
方は、ぜひこの機会に保健センターへご予約をお願いいたします。
※感染症法により65歳以上の方は、年１回は胸部レントゲン撮影を受診しなければなりません。

※国保・後期人間ドックや個別健(検)診との重複受診はできませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページや各健(検)診のご案内をご覧ください。
　各健(検)診のご案内が必要な方は保健センターへご連絡ください。

●受診料
特定健診
後期高齢者健診
若年者健診

64歳以下

65歳以上

500円
500円

無 料

無 料

大腸がん検診

胃バリウム検診

乳がん検診

子宮頸がん検診
結核・肺がん検診
(胸部レントゲン撮影)

●予約・問い合わせ先
　電話：保健課保健推進係（保健センター内）☎82-5490
　予約専用フォーム：携帯のQRコードで読み取ってください⇒

●日程　受付時間は15分ごとの予約制です。予約した受付時間内に会場へお越しください。
団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、花火打ち上げに対し、地区法人会員の皆様を中心
に多くの企業、事業所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の
協賛金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、御礼のご
挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下仁田建築業組合
下 仁 田 金 融 会
下仁田町森林組合
下仁田町更生保護女性会
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
ぐ ん ま 共 済
建 成 会
下仁田飲食店組合
下 仁 田 町 議 会
下仁田町区長会
下仁田町農業委員会
富岡ライオンズクラブ
下仁田町管工事協同組合
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

医療法人 清隆会　佐藤医院
㈲ マ ル イ
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈱ 諸 星 建 設
㈲ 総 本 家 紙 屋
里 見 文 林 堂
㈱小林新次郎商店
㈱ 荻 野 商 店
㈲ 森 川 酒 店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
神戸工業不動産
近 田 輪 店
㈲ 新 彦 商 店
c u r r e d i e m
㈲コバヤシ薬局
カシワヤ薬局㈲

東 陽 軒
エ イ ト
㈱林吉太郎商店
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 恵 比 寿 屋
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲鍋 屋
㈲ 日 昇 軒
㈲ 成 和 自 動 車
㈲花のたかはし
㈲カネミ・さいとう
セブンイレブン下仁田町下仁田店
スナックぶぉるが
㈱ マ ル モ ト
イワイオートサービス
㈲下 協
安 兵 衛
堀 口 精 肉 店
畳とインテリアあるが
寝 具 の 大 島
㈲鈴木電機商会
㈲石井自動車整備工場
土 屋 製 作 所
国際警備保障㈱
きよし や 食 堂
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場
こ ば や し
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
ウッドショップ関口
木 暮 接 骨 院
㈲尚美堂印刷所
ライフエイド

㈲ 矢 嶋 石 材
㈲本 多
㈱開成エンジニアリング
髙 橋 寝 装 店

㈲鈴木銃砲火薬店
中 江 米 穀 店
なかい観光バス㈱
ヘアーサロンサトウ
神 戸 住 建
ブラッスリー茶茶
福 田 屋
千 野 新 建 材 店
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱神戸万吉商店
上 原 建 設 ㈱
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲土谷電気商会
妙 義 書 房
布 屋
小須田総合保険事務所
㈲今井水道ガス工事店
東 海 ガ ス ㈱
㈲ 市 川 石 材
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲今井鉄建設備
㈲下仁田温泉清流荘
飯 塚 時 計 店
村 木 建 設 ㈱
㈲石井ライフ工業
㈲ ま る や
ヨシザワ洋品店
茂 木 時 計 店
一 番
金 子 酒 店
㈱ 常 盤 館

神 戸 土 木 ㈱
㈱ サ マタ 機 工
㈱ 岩 井 工 建

㈲ 坂 口 建 設
㈲ 中 澤 製 作 所
㈲産業開発しもにた
㈲ ケ イ ハ ウ ス
佐 藤 電 子 工 業
東武興業㈱下仁田カントリークラブ
白 山 製 材 ㈱
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲中山金属工業
ま や まド ラ イ
㈱ エ ス テ ック
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
セブンイレブン下仁田インター店
石 井 末 雄

萩 原 建 設 ㈱
みなしろ建設㈱
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所
㈱ K F E
シ ラ タ カ 建 設
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱ 相 川 産 業
㈲しもにた聖 苑

㈲ エ コトピ ア
㈱ 下 仁 田 物 産
茂木食品工業㈱
下仁田こんにゃく観光センター㈱
林自動車整備工場
永 井 印 刷 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
㈱丸高食品商会
㈱ 斉 藤 食 品
㈱日興製作所下仁田工場
合 同会社 T K Y
㈲ 神 戸 オ ート
㈲ 下 仁 田 椎 茸
大 塚 晏 可

㈶ 神 津 牧 場
㈱ 山 　 　 昭
㈱ 小 井 土 蒟 蒻
㈲荒船環境興業
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈱オギノケアサービス
㈲かぶら電子工業
戸 塚 建 設 ㈱
デザイン工業㈲
㈲ 小 井 土 建 設

㈲アスモ・エフ・シー
アサヒサービス㈱
㈲ 黒 沢 組
白石工業㈱白艶華工場
㈱ フ ク ダ
くるま工房赤岩自動車
幸 樹 園
小金澤下仁田蒟蒻㈱

㈱磯貝晃三商店
国 土 建 設 ㈱
浅 川 商 事 ㈱
㈱ イ シ コ ー
㈱ 東 洋 食 品
菊 地 俊 之
岡 田 健 人

黄綬褒章受章
内閣総理大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

▲法人会下仁田地区会の皆様から多大なご寄付

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り

合

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。

※お知らせ
今年の下仁田こんにゃく夏祭りは、降雨の影響により中止となりました。
花火打上は、１０月開催の諏訪神社秋季例大祭で実施します。
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●
対
象
者

令
和
６
年
８
月
１
日
時
点
で
、次
の

要
件
を
す
べて
満
た
す
在
宅
の
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
を
、居
宅
で
１
年

以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方
。

介
護
者
の
い
な
い
場
合
は
本
人
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢
が
６５

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
７
月
31
日
の
期
間
中
に
、要
介

護
４
又
は
５
に
相
当
す
る
状
態
が
１

年
以
上
継
続
し
、入
院
及
び
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
等
の
在
宅
で
な
い
期

間
が
１
０
０
日
を
超
え
な
い
こ
と

●
申
請
期
間

９
月
２
日（
月
）〜
３０
日（
月
）平
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

●
申
請
方
法

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
。

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

振
込
を
希
望
す
る
貯
金
通
帳

介
護
保
険
証

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
日
数
お
よ
び

入
院
日
数
が
わ
か
る
も
の

●
支
給
額
　
８
０
，０
０
０
円

●
支
給
時
期
　
１２
月（
申
請
後
、確

認
作
業
で
該
当
が
決
定
し
ま
す
）

●
申
請・問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
６４
―
８
８
０
４

介
護
慰
労
金
支
給
の

申
請
に
つ
い
て

　
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報

や
施
設
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た「
し

も
に
た
　
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業

に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。ご
家
庭
な

ど
に
保
管
い
た
だ
き
、暮
ら
し
に
役

立
つ
便
利
帳
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
2
1
1
0

「
し
も
に
た 

暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

配
布
し
ま
す

　
町
民
の
方
は
観
覧
料
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
荒
船
風
穴
、自
然
史
館

に
続
き
、令
和
６
年
９
月
１
日
よ
り

歴
史
館
に
お
い
て
も
町
民
の
観
覧
料

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
入
館
の
際
、お
手
数
を
お
か
け
し

ま
す
が
身
分
証
明
書（
運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
等
）の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年

記
念
特
別
展
も
開
催
中
で
す
。荒

船
風
穴
や
下
仁
田
町
の
歴
史
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、学
ぶ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎
82
―
５
３
４
５

下
仁
田
町
民
の
歴
史
館
観
覧
料

無
料
化
に
つ
い
て

　
10
月
の
ひ
と
月
間
、清
掃
セ
ン

タ
ー
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、２
炉
の
う
ち
１

炉
の
み
の
運
転
と
な
る
の
で
、焼
却

処
理
量
が
半
減
し
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、工
事
期
間
中
の
燃
え
る
ゴ
ミ

（
粗
大
ゴ
ミ
を
含
む
）の
自
己
搬
入

受
入
れ
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
な
お
、ゴ
ミ
集
積
所
に
お
け
る
収

集
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、飲
食
店
等
か
ら
の
厨
芥
類

（
製
造
業
は
除
く
）、事
務
所
か
ら
出

る
生
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
は
、受
入
れ
を

い
た
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
減
量
化
に
対
す
る
皆
さ
ま

方
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
　

事
務
局

☎
64
―
8
8
1
1

清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
3
1
7
9

燃
え
る
ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
受
入
れ
を

中
止
し
ま
す

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト

ボ
ト
ル
は
、圧
縮・梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、年
に一度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま

す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て

い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績

が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
。）

　
今
回
は
総
重
量
２
６
，５
０
０

ｇ
、テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
１
本
、不
純
物
の
入
っ

た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
２
本
と
い
う
結
果

で
、１
０
０
点
中
９０
点
で
Ａ
ラ
ン
ク

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民一人
ひ
と
り
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果
と
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　
引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で
き

る
よ
う
、今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。中
を
軽
く
水
洗

い
を
す
る
。

ラ
ベ
ル・テ
ー
プ
類
を
は
が
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
ビ
ン
に
つ
い
て
は
…
キ
ャッ
プ
を
取

る
。中
を
軽
く
水
洗
い
を
す
る
。ラ
ベ

ル
は
、は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別
す

る
た
め
。）

１
袋
の
重
さ
は
、１０
ｋｇ
以
内
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ
た
ビ
ン

は
、紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
新
聞
紙
、段
ボ
ー
ル
、雑
誌
、本
、

チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は・・・・ヒ
モ
で
１０
ｋ

ｇ
以
内
に
し
ば
り
、ラ
ベ
ル
を
つ
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
６４
―
８
８
１
１

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
と
は

　
町
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
」の
公
開
基
準
に

基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
係

☎
82
―
2
1
1
１

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

　
令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
で
下

仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、令
和
６
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
１２
月
３

１
日
の
期
間
で
表
の
年
齢
に
該
当
す

る
方
へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、長
寿

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
口
座
振
り
込
み
で
の
支
給
と
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
い
た
し

ま
し
た
の
で
、９
月
１８
日（
水
）ま
で

に
提
出
く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
請
手
続
き
も
可
能
で
す
。

敬
老
祝
金
を

支
給
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

7月2日

7月18日

7月20日

7月24日

7月24日

7月27日

7月分

7月分

慶祝

会費

会費

協賛

協賛

会費

弔慰

その他

支出内容支出日
(7月分) (単位:円)

支出区分

7月分　計

支出金額
甘楽町長  当選御祝

富岡甘楽市町村長連絡会議  会費

大手治之氏  旭日双光章受章祝賀会 会費

群馬県内非核平和行進 協賛金 

群馬県内非核平和行進 激励（お茶） 

下仁田町消防団ポンプ操法競技大会慰労会 会費

葬儀生花1件

手土産代等2件

5,000

15,000

10,000

5,000

2,880

5,000

5,500

7,020

55,400

●問い合わせ先　福祉課包括支援係
　　　　　　　　☎64―8804（直通）

支給年齢(生まれ年)
80歳(昭和19年)
85歳(昭和14年)
90歳(昭和9年)
95歳(昭和4年)
101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を
確認後
9月から
支給
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●
対
象
者

令
和
６
年
８
月
１
日
時
点
で
、次
の

要
件
を
す
べて
満
た
す
在
宅
の
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
を
、居
宅
で
１
年

以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方
。

介
護
者
の
い
な
い
場
合
は
本
人
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢
が
６５

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
７
月
31
日
の
期
間
中
に
、要
介

護
４
又
は
５
に
相
当
す
る
状
態
が
１

年
以
上
継
続
し
、入
院
及
び
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
等
の
在
宅
で
な
い
期

間
が
１
０
０
日
を
超
え
な
い
こ
と

●
申
請
期
間

９
月
２
日（
月
）〜
３０
日（
月
）平
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

●
申
請
方
法

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
。

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

振
込
を
希
望
す
る
貯
金
通
帳

介
護
保
険
証

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
日
数
お
よ
び

入
院
日
数
が
わ
か
る
も
の

●
支
給
額
　
８
０
，０
０
０
円

●
支
給
時
期
　
１２
月（
申
請
後
、確

認
作
業
で
該
当
が
決
定
し
ま
す
）

●
申
請・問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
６４
―
８
８
０
４

介
護
慰
労
金
支
給
の

申
請
に
つ
い
て

　
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報

や
施
設
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た「
し

も
に
た
　
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
㈱

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業

に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。ご
家
庭
な

ど
に
保
管
い
た
だ
き
、暮
ら
し
に
役

立
つ
便
利
帳
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
2
1
1
0

「
し
も
に
た 

暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

配
布
し
ま
す

　
町
民
の
方
は
観
覧
料
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
荒
船
風
穴
、自
然
史
館

に
続
き
、令
和
６
年
９
月
１
日
よ
り

歴
史
館
に
お
い
て
も
町
民
の
観
覧
料

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
入
館
の
際
、お
手
数
を
お
か
け
し

ま
す
が
身
分
証
明
書（
運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
等
）の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、世
界
遺
産
登
録
10
周
年

記
念
特
別
展
も
開
催
中
で
す
。荒

船
風
穴
や
下
仁
田
町
の
歴
史
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、学
ぶ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎
82
―
５
３
４
５

下
仁
田
町
民
の
歴
史
館
観
覧
料

無
料
化
に
つ
い
て

　
10
月
の
ひ
と
月
間
、清
掃
セ
ン

タ
ー
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、２
炉
の
う
ち
１

炉
の
み
の
運
転
と
な
る
の
で
、焼
却

処
理
量
が
半
減
し
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、工
事
期
間
中
の
燃
え
る
ゴ
ミ

（
粗
大
ゴ
ミ
を
含
む
）の
自
己
搬
入

受
入
れ
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
な
お
、ゴ
ミ
集
積
所
に
お
け
る
収

集
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、飲
食
店
等
か
ら
の
厨
芥
類

（
製
造
業
は
除
く
）、事
務
所
か
ら
出

る
生
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
は
、受
入
れ
を

い
た
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
減
量
化
に
対
す
る
皆
さ
ま

方
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
　

事
務
局

☎
64
―
8
8
1
1

清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
3
1
7
9

燃
え
る
ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
受
入
れ
を

中
止
し
ま
す

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト

ボ
ト
ル
は
、圧
縮・梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、年
に一度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま

す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て

い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績

が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
。）

　
今
回
は
総
重
量
２
６
，５
０
０

ｇ
、テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
１
本
、不
純
物
の
入
っ

た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
２
本
と
い
う
結
果

で
、１
０
０
点
中
９０
点
で
Ａ
ラ
ン
ク

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民一人
ひ
と
り
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果
と
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　
引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で
き

る
よ
う
、今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。中
を
軽
く
水
洗

い
を
す
る
。

ラ
ベ
ル・テ
ー
プ
類
を
は
が
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
ビ
ン
に
つ
い
て
は
…
キ
ャッ
プ
を
取

る
。中
を
軽
く
水
洗
い
を
す
る
。ラ
ベ

ル
は
、は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別
す

る
た
め
。）

１
袋
の
重
さ
は
、１０
ｋｇ
以
内
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ
た
ビ
ン

は
、紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
新
聞
紙
、段
ボ
ー
ル
、雑
誌
、本
、

チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は・・・・ヒ
モ
で
１０
ｋ

ｇ
以
内
に
し
ば
り
、ラ
ベ
ル
を
つ
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
６４
―
８
８
１
１

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
と
は

　
町
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
ま
た
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
す
。

「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
」の
公
開
基
準
に

基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
係

☎
82
―
2
1
1
１

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

　
令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
で
下

仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、令
和
６
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
１２
月
３

１
日
の
期
間
で
表
の
年
齢
に
該
当
す

る
方
へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、長
寿

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
口
座
振
り
込
み
で
の
支
給
と
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
い
た
し

ま
し
た
の
で
、９
月
１８
日（
水
）ま
で

に
提
出
く
だ
さ
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
請
手
続
き
も
可
能
で
す
。

敬
老
祝
金
を

支
給
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

7

8

7月2日

7月18日

7月20日

7月24日

7月24日

7月27日

7月分

7月分

慶祝

会費

会費

協賛

協賛

会費

弔慰

その他

支出内容支出日
(7月分) (単位:円)

支出区分

7月分　計

支出金額
甘楽町長  当選御祝

富岡甘楽市町村長連絡会議  会費

大手治之氏  旭日双光章受章祝賀会 会費

群馬県内非核平和行進 協賛金 

群馬県内非核平和行進 激励（お茶） 

下仁田町消防団ポンプ操法競技大会慰労会 会費

葬儀生花1件

手土産代等2件

5,000

15,000

10,000

5,000

2,880

5,000

5,500

7,020

55,400

●問い合わせ先　福祉課包括支援係
　　　　　　　　☎64―8804（直通）

支給年齢(生まれ年)
80歳(昭和19年)
85歳(昭和14年)
90歳(昭和9年)
95歳(昭和4年)
101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を
確認後
9月から
支給

7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
８
９
０

＊
＊
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
＊
＊

　放課後子ども教室では「放課後にやってみたいこと」「放課後子ども教室で困っていること」「教室
の中でできる遊びを考えよう」など様 な々テーマを決めて、こどもたち同士で意見やアイデアを出し合う
「こども会議」を実施しています。こども会議では、子どもたちが意見やアイデアを自由に話すことを大
切にし、出た意見やアイデアを実現できるようスタッフがサポートします。

放課後子ども教室の普段の何気ない風景を撮影した写真をみながら「こども会議」を行いました。子ど
もたちからは「上ばきが散らかってる！」「紙が床に落ちてて滑ったら危ない」など、写真から読み取れる
気づきの声が沢山あがりました。写真を見ながら「教室の中の困りごと」を共有したあとは、「どうしたら
いいかな？」も話し合いました。「上ばきが散らからないよ
うに、置く場所を決めればいいんじゃない？」とアイデア
があり、3年生を中心に、上ばきを置く場所を決めると、
翌日からは上ばきを並べて脱ぐように変化がうまれまし
た。

～こどもまんなか「こども会議」～～こどもまんなか「こども会議」～

自分たちで考えて、自分たちで行動する自分たちで考えて、自分たちで行動する

【シリーズ】放課後子ども教室【シリーズ】放課後子ども教室

放課後子ども教室の
何気ない風景

＜問い合わせ先＞
教育課 生涯学習係　☎82-2115

＜問い合わせ先＞
教育課 生涯学習係　☎82-2115

マスキングテープを
貼りながら「上ばきの
位置」を決めています

※次回は「スタッフ会議」について紹介します

放課後子ども教室では子どもたちの活動
を見守り、サポートしてくださる方を随時
募集しています。右のフォームまたは電話
によりお申込みください。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、買
主
は
町
を
経

由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず

に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

下
仁
田
町
内
の
都
市
計
画
区
域

内
：
５
，０
０
０
㎡
以
上

下
仁
田
町
内
の
都
市
計
画
区
域

外
：
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
町
役
場（
企
画
課
　
地
域

創
生
係
）

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
６４
―
８
８
０
９

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
等
届
出
書
）

　
土
地
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基

盤
で
す
。そ
こ
で
、皆
さ
ん
に
土
地
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、理
解
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と「
土
地
月
間
」

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
ち
な

み
、県・（
公
社
）群
馬
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
で
は
、県
内
１０
会
場
で
土

地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
、お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１０
月
１
日（
火
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
会
場

前
橋
会
場

前
橋
市
役
所（
前
橋
市
大
手
町
）

高
崎
会
場

高
崎
市
役
所（
高
崎
市
高
松
町
）

藤
岡
会
場

藤
岡
市
役
所（
藤
岡
市
中
栗
須
）

富
岡
会
場

富
岡
市
役
所
議
会
棟（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容
　
不
動
産
鑑
定
士
が
、土

地・建
物
価
格
や
地
代
、家
賃
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
地
域
創
生
課

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
３
６
６

（
公
社
）群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
７
―
２
４
３
―
３
０
７
７

10
月
は
土
地
月
間
で
す

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催
〜

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

9/19（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

9/10（火）
午前１０時～１1時30分

9 8下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
８
９
０

＊
＊
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
＊
＊

　放課後子ども教室では「放課後にやってみたいこと」「放課後子ども教室で困っていること」「教室
の中でできる遊びを考えよう」など様 な々テーマを決めて、こどもたち同士で意見やアイデアを出し合う
「こども会議」を実施しています。こども会議では、子どもたちが意見やアイデアを自由に話すことを大
切にし、出た意見やアイデアを実現できるようスタッフがサポートします。

放課後子ども教室の普段の何気ない風景を撮影した写真をみながら「こども会議」を行いました。子ど
もたちからは「上ばきが散らかってる！」「紙が床に落ちてて滑ったら危ない」など、写真から読み取れる
気づきの声が沢山あがりました。写真を見ながら「教室の中の困りごと」を共有したあとは、「どうしたら
いいかな？」も話し合いました。「上ばきが散らからないよ
うに、置く場所を決めればいいんじゃない？」とアイデア
があり、3年生を中心に、上ばきを置く場所を決めると、
翌日からは上ばきを並べて脱ぐように変化がうまれまし
た。

～こどもまんなか「こども会議」～～こどもまんなか「こども会議」～

自分たちで考えて、自分たちで行動する自分たちで考えて、自分たちで行動する

【シリーズ】放課後子ども教室【シリーズ】放課後子ども教室

放課後子ども教室の
何気ない風景

＜問い合わせ先＞
教育課 生涯学習係　☎82-2115

＜問い合わせ先＞
教育課 生涯学習係　☎82-2115

マスキングテープを
貼りながら「上ばきの
位置」を決めています

※次回は「スタッフ会議」について紹介します

放課後子ども教室では子どもたちの活動
を見守り、サポートしてくださる方を随時
募集しています。右のフォームまたは電話
によりお申込みください。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、買
主
は
町
を
経

由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず

に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

下
仁
田
町
内
の
都
市
計
画
区
域

内
：
５
，０
０
０
㎡
以
上

下
仁
田
町
内
の
都
市
計
画
区
域

外
：
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
町
役
場（
企
画
課
　
地
域

創
生
係
）

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係

☎
６４
―
８
８
０
９

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
等
届
出
書
）

　
土
地
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
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す
。そ
こ
で
、皆
さ
ん
に
土
地
に

つ
い
て
の
関
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高
め
、理
解
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と「
土
地
月
間
」
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定
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
ち
な

み
、県・（
公
社
）群
馬
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
で
は
、県
内
１０
会
場
で
土

地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
、お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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時
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〜
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崎
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）
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藤
岡
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藤
岡
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栗
須
）

富
岡
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富
岡
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岡
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岡
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。

●
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☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
３
６
６

（
公
社
）群
馬
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不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
７
―
２
４
３
―
３
０
７
７

10
月
は
土
地
月
間
で
す

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催
〜

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

9/19（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

9/10（火）
午前１０時～１1時30分
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下仁田町青少年健全育成大会下仁田町青少年健全育成大会

｢少年の日｣｢家庭の日｣普及啓発作品コンクール入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）

区　分 氏　名 作　品

標
語
の
部

小
学
生

中
学
生

6年

6年

4年

4年

6年

6年

1年

1年

1年

3年

1年

1年

3年

笑いジワ　ぼくのかぞくの　共通点

ありがとう　心に灯る　優しい光

何気ない　おはよう・笑顔が　日々 キセキ

たくさんの　笑顔と感謝　ありがとう

みつめよう　スマホじゃなくて　家族の笑顔

「ありがとう」　家族が笑う　まほうの言葉

ありがとう　当たり前の日々 に　感謝する。

名前はね　親から最初の　プレゼント

今日のこと　笑顔で話して　未来へつなぐ

つながろう　ネットじゃなくて　会話から

期限あり　家族の時間　大切に

あいさつは　「いつでも」　「どこでも」　「だれにでも」

明るい　挨拶響く　私の町

福田　心

神戸　莉緒

内藤　美羽

巴　雅琥

岩井　らん

鈴木　美希

七五三木　咲月

新井　朝陽

石井　美空

田村　きらら

市川　小茉莉

茂木　円花

鈴木　仁奈

◎

◎

下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）
区　分 氏　名 受賞の理由

青
少
年
賞

個
人

岩井　ひなた 少年の主張県大会出場
※西部地区代表（中学校１年生時）

金井　美桜 上毛かるた競技県大会出場【小学生高学年団体の部】
※甘楽郡代表（小学校６年生時）

木邨　紗悠里 上毛かるた競技県大会出場【小学生高学年団体の部】
※甘楽郡代表（小学校５年生時）

清水　美織 上毛かるた競技県大会出場【小学生高学年団体の部】
※甘楽郡代表（小学校５年生時）

第
９
回
下
仁
田
町

青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
下
仁
田
町

青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
７
月
20
日
（
土
）、
下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
９
回
下
仁
田
町

青
少
年
健
全
育
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、町
民
の
み
な
さ

ん
の
青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る
一
層

の
意
識
の
高
揚
と
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
町
民
総
ぐ
る
み
の

青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
推
進
す
る
た

め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
下
仁
田
高
校
３
年
　
福
田

彩
華
さ
ん
と
同
校
２
年
　
原
田
真
輝
さ

ん
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
下
仁
田
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
華
や
か
な
演
奏
や

青
少
年
健
全
育
成
表
彰
、「
少
年
の
日
」

「
家
庭
の
日
」普
及
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
の
ほ
か
、
少
年
の
主
張
西
部

地
区
郡
大
会
に
出
場
さ
れ
た
下
仁
田
中

学
校
３
年
　
田
村
き
ら
ら
さ
ん
と
同
校

２
年
　
岩
井
ひ
な
た
さ
ん
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、青
倉
保
育
園
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い

演
奏
や
が
ん
ば
り
っ
こ
ク
ラ
ブ
に
よ
る

力
強
い
和
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
会
場
内
に
は
下
仁
田
中
学

校
美
術
部
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

下仁田中学校
吹奏楽部の演奏 青少年賞の表彰

下仁田中学校美術部の作品展示

｢少年の日｣･｢家庭の日｣普及
啓発作品コンクールの表彰

青倉保育園マーチング
バンドの演奏

がんばりっこクラブ和太鼓の演奏
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み
な
さ
ん
は
普
通
が
な
ん
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。普

通
と
は
、い
つ
、ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、他

と
異
な
る
性
質
を
持
って
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。で
は
、
み
な
さ
ん
の

普
通
は
な
ん
で
し
ょ
う
。私
の
普
通
は
二
本
の
足
で
歩
き
、
た
く
さ
ん
の
景
色
を

見
て
、
友
達
や
家
族
と
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
で
す
。で
も
、
世
の
中
に
は「
障
害
」

と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
て
、
足
が
動
か
ず
、
自
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
や
、
耳
が
聞
こ
え
ず
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
ま
す
。

　
私
の
家
に
は
、
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
。そ
の
日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、め
く
る
と
言
葉
が
書
い
て
あ
る
も
の
で
、人
の
生
き
方
や
感
謝
し
た
方

が
い
い
こ
と
な
ど
、た
く
さ
ん
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
、「
座
って

い
て
も
世
界
が
見
え
る
人
が
い
る
。世
界
中
飛
び
回
って
い
て
も
自
分
す
ら
見
え

な
い
人
が
い
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
の
言
葉
は
多
分
、
目
の
見
え
な

い
人
と
目
の
見
え
る
人
の
違
い
を
言
っ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。目
が
見
え
る
人

は
、
座
って
い
て
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
世
界
が
見
れ
ま
す
。で
も
、
目
の
見
え
な
い
人

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。飛
行
機
な
ど
で
い
ろ
ん
な
世
界
に
行
って
い
て
も
、
自
分
の

姿
す
ら
も
見
え
な
い
の
で
す
。み
な
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
を
ど
う

思
い
ま
す
か
。「
か
わ
い
そ
う
」な
ど
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。自
分
が
で
き

て
当
た
り
前
の
こ
と
を
で
き
な
い
人
を
見
る
と「
か
わ
い
そ
う
」と
思
う
人
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。で
も
、障
害
は
全
然
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。だ
って
、
障
害
を
持
って
い
る
人
に
と
って
は
そ
れ
が
当
た
り
前
で
普

通
の
こ
と
な
ん
で
す
か
ら
。で
も
、
不
便
な
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。だ
か
ら
こ

そ
、み
ん
な
が
思
い
や
り
を
持
って
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
は
外

国
の
方
や
障
害
を
持
って
い
る
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
す
。け
れ
ど
、や
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普
通
っ
て
な
に
？

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　石
井

　美
空

い
し
い

み
く

人権尊重作品人権尊重作品

は
り
多
い
の
は
私
た
ち
の
よ
う
な
障
害
な
ど
何
も
持
って
い
な
い
人
た
ち
で
す
。

そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
は
、
思
い
や
り
を
必
要
と
す
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
は
上
り
坂
な
ど
、車
椅
子一人
で
行

く
に
は
難
し
い
道
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
車
椅
子
の
人
が
坂
を
上
る
の
が
難
し

そ
う
だ
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。私
の
お
母
さ

ん
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
、「
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
」と
声
を
か
け
て
か
ら
、車
椅
子

を
お
し
て
、
坂
を
上
る
の
を
手
伝
って
あ
げ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

シ
ョ
ー
を
見
る
と
こ
ろ
で
は
、車
椅
子
に
座
って
い
て
も
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
車
椅

子
の
人
専
用
の
観
覧
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
も
、思
い
や
り
を
持
って
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
行

動
を
み
ん
な
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、自
分
の
普
通
を
尊
重
で
き
、不
便
な
こ

と
も
カ
バ
ー
し
あ
い
、み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
人
権
作
文
の
作
成
を
通
し
て
、思
い
や
り
を
持
って
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
、普
通
と
は
な
に
か
考
え
、思
い
や
り
を

持
っ
た
行
動
を
積
極
的
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
は
、イ
ジ
メ
や
悪
口
に
つ
い
て
、ど
う
思
い
ま
す
か
？「
イ
ジ
メ
や
悪
口
」

こ
の
こ
と
を
改
め
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
私
は
、
イ
ジ
メ
や
悪
口
な
ど
が
気
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、

イ
ジ
メ
や
悪
口
を
言
っ
た
り
し
て
い
る
人
を
見
る
の
が
大
嫌
い
だ
か
ら
で
す
。

私
は
小
学
校一年
生
の
時
に
、
イ
ジ
メ
を
やって
い
た
り
、
悪
口
な
ど
を
言
っ
た
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
私
は
、か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
助
け
る

勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、
も
し
助
け
た
ら
今
度
は
私
が
イ
ジ
メ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
って
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
こ
で
勇
気
を
出
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。で

も
、
大
半
の
人
は
、
自
分
が
イ
ジ
メ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
見
て
見
ぬ
振
り
を

し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、
見
て
み
ぬ
振
り
を
す
る
の
も
イ
ジ
メ
と
同

じ
で
す
。

　
あ
な
た
は
、人
に
イ
ジ
メ
ら
れ
て
い
た
り
、悪
口
を
言
わ
れ
た
り
し
て
い
る
時
、

見
て
見
ぬ
振
り
な
ど
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
人
が
助
け
を
求
め
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
に
、見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
た
ら
、そ
の
人
は
傷
つ
く
と
思
い
ま

す
。も
し
か
し
た
ら
、
不
登
校
に
な
っ
た
り
自
殺
を
し
た
り
し
て
し
ま
う
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、一年
生
の
時
に
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
や
親
に
も
相
談
で
き
ず
、一人
で
か
か
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。私
は
、ち
ょっ
と

心
が
痛
ん
だ
り
、
心
の
中
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
ま
し
た
。な
ぜ
か
？
ど
う
し
て

心
が
痛
ん
だ
り
、モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、心
当
た
り
が一つ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、そ
の
人
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を

わ
かって
い
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。だ
か
ら
、
心
が
痛
ん
だ

り
、モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
い
じ
め
と
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ

る
イ
ジ
メ
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
を
受
け
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
作
って
そ
の

中
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
と
様
々
で
す
。目
に
見
え
る
イ
ジ
メ
と
目
に
見
え
な
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い
じ
め
防
止
に
つ
い
て

下
仁
田
中
学
校

　一年

　佐
藤

　可
菜

さ
と
う

か
な

令
和
5
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う一度
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で
す
。

いしい このみ

思いやり
　やさしいことばで
　　広めよう
下仁田小学校　2年　　石井　心美

人権標語
優秀賞

しげた しおん

見ため　行どう　考え方
ちがうところもあるけれど
それでいい　それがふつう
下仁田小学校　2年　　重田　志穏

人権標語
優秀賞

もてき みき

大じょうぶ？
　そのひとことが
　　思いやり
下仁田小学校　2年　　茂木　美希

人権標語
優秀賞

い
イ
ジ
メ
。一度
傷
つ
い
た
心
は
、一生
直
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
の
中
で
起
き
て
い
る
様
々
な
イ
ジ
メ
は
、一つ
残
ら
ず
消
え
て
ほ
し
い
と
思
う

け
れ
ど
、そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。ま
ず
は
、イ
ジ
メ
を
無
く
す
の
で
は

な
く
、減
ら
す
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
大
切
な
の
は
、い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
誰
か
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
す
。こ
れ
は
、イ
ジ
メ
を

す
る
人
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
つ
な
がって
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
世
の
中
に
は
、心
に
多
く
の
深
い
傷
を
負
って
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
人
た
ち
を
救
い
た
い
、イ
ジ
メ
な
ん
か
で
大
切
な
命
を
無
駄
に
し
て
ほ
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。親
か
ら
授
かっ
た
大
切
な
命
を
、そ
し
て「
人
権
」を
、も
っ
と

大
切
に
、
守
って
ほ
し
い
で
す
。生
き
づ
ら
い
世
の
中
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
イ
ジ
メ

が
少
し
で
も
減
っ
た
ら
、
そ
し
て
無
く
な
っ
た
ら
世
界
が
明
る
く
な
り
、
未
来
に

希
望
の
光
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　一人
ひ
と
り
の
意
識
が
、こ
の
世
の
中
を
変
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
は
普
通
が
な
ん
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。普

通
と
は
、い
つ
、ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、他

と
異
な
る
性
質
を
持
って
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。で
は
、
み
な
さ
ん
の

普
通
は
な
ん
で
し
ょ
う
。私
の
普
通
は
二
本
の
足
で
歩
き
、
た
く
さ
ん
の
景
色
を

見
て
、
友
達
や
家
族
と
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
で
す
。で
も
、
世
の
中
に
は「
障
害
」

と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
て
、
足
が
動
か
ず
、
自
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
や
、
耳
が
聞
こ
え
ず
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
ま
す
。

　
私
の
家
に
は
、
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
ま
す
。そ
の
日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、め
く
る
と
言
葉
が
書
い
て
あ
る
も
の
で
、人
の
生
き
方
や
感
謝
し
た
方

が
い
い
こ
と
な
ど
、た
く
さ
ん
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
、「
座
って

い
て
も
世
界
が
見
え
る
人
が
い
る
。世
界
中
飛
び
回
って
い
て
も
自
分
す
ら
見
え

な
い
人
が
い
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
の
言
葉
は
多
分
、
目
の
見
え
な

い
人
と
目
の
見
え
る
人
の
違
い
を
言
っ
た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。目
が
見
え
る
人

は
、
座
って
い
て
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
世
界
が
見
れ
ま
す
。で
も
、
目
の
見
え
な
い
人

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。飛
行
機
な
ど
で
い
ろ
ん
な
世
界
に
行
って
い
て
も
、
自
分
の

姿
す
ら
も
見
え
な
い
の
で
す
。み
な
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
を
ど
う

思
い
ま
す
か
。「
か
わ
い
そ
う
」な
ど
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。自
分
が
で
き

て
当
た
り
前
の
こ
と
を
で
き
な
い
人
を
見
る
と「
か
わ
い
そ
う
」と
思
う
人
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。で
も
、障
害
は
全
然
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。だ
って
、
障
害
を
持
って
い
る
人
に
と
って
は
そ
れ
が
当
た
り
前
で
普

通
の
こ
と
な
ん
で
す
か
ら
。で
も
、
不
便
な
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。だ
か
ら
こ

そ
、み
ん
な
が
思
い
や
り
を
持
って
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
は
外

国
の
方
や
障
害
を
持
って
い
る
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
す
。け
れ
ど
、や

作文
優秀賞

普
通
っ
て
な
に
？

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　石
井

　美
空

い
し
い

み
く

人権尊重作品人権尊重作品

は
り
多
い
の
は
私
た
ち
の
よ
う
な
障
害
な
ど
何
も
持
って
い
な
い
人
た
ち
で
す
。

そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
は
、
思
い
や
り
を
必
要
と
す
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
は
上
り
坂
な
ど
、車
椅
子一人
で
行

く
に
は
難
し
い
道
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
車
椅
子
の
人
が
坂
を
上
る
の
が
難
し

そ
う
だ
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。私
の
お
母
さ

ん
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
、「
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
」と
声
を
か
け
て
か
ら
、車
椅
子

を
お
し
て
、
坂
を
上
る
の
を
手
伝
って
あ
げ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

シ
ョ
ー
を
見
る
と
こ
ろ
で
は
、車
椅
子
に
座
って
い
て
も
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
車
椅

子
の
人
専
用
の
観
覧
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
も
、思
い
や
り
を
持
って
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
行

動
を
み
ん
な
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、自
分
の
普
通
を
尊
重
で
き
、不
便
な
こ

と
も
カ
バ
ー
し
あ
い
、み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
人
権
作
文
の
作
成
を
通
し
て
、思
い
や
り
を
持
って
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
、普
通
と
は
な
に
か
考
え
、思
い
や
り
を

持
っ
た
行
動
を
積
極
的
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
は
、イ
ジ
メ
や
悪
口
に
つ
い
て
、ど
う
思
い
ま
す
か
？「
イ
ジ
メ
や
悪
口
」

こ
の
こ
と
を
改
め
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
私
は
、
イ
ジ
メ
や
悪
口
な
ど
が
気
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、

イ
ジ
メ
や
悪
口
を
言
っ
た
り
し
て
い
る
人
を
見
る
の
が
大
嫌
い
だ
か
ら
で
す
。

私
は
小
学
校一年
生
の
時
に
、
イ
ジ
メ
を
やって
い
た
り
、
悪
口
な
ど
を
言
っ
た
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
私
は
、か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
助
け
る

勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、
も
し
助
け
た
ら
今
度
は
私
が
イ
ジ
メ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
って
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
こ
で
勇
気
を
出
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。で

も
、
大
半
の
人
は
、
自
分
が
イ
ジ
メ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
見
て
見
ぬ
振
り
を

し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、
見
て
み
ぬ
振
り
を
す
る
の
も
イ
ジ
メ
と
同

じ
で
す
。

　
あ
な
た
は
、人
に
イ
ジ
メ
ら
れ
て
い
た
り
、悪
口
を
言
わ
れ
た
り
し
て
い
る
時
、

見
て
見
ぬ
振
り
な
ど
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
人
が
助
け
を
求
め
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
に
、見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
た
ら
、そ
の
人
は
傷
つ
く
と
思
い
ま

す
。も
し
か
し
た
ら
、
不
登
校
に
な
っ
た
り
自
殺
を
し
た
り
し
て
し
ま
う
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、一年
生
の
時
に
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
や
親
に
も
相
談
で
き
ず
、一人
で
か
か
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。私
は
、ち
ょっ
と

心
が
痛
ん
だ
り
、
心
の
中
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
ま
し
た
。な
ぜ
か
？
ど
う
し
て

心
が
痛
ん
だ
り
、モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、心
当
た
り
が一つ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、そ
の
人
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を

わ
かって
い
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。だ
か
ら
、
心
が
痛
ん
だ

り
、モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
り
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
い
じ
め
と
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ

る
イ
ジ
メ
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
を
受
け
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
作
って
そ
の

中
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
と
様
々
で
す
。目
に
見
え
る
イ
ジ
メ
と
目
に
見
え
な

作文
優秀賞

い
じ
め
防
止
に
つ
い
て

下
仁
田
中
学
校

　一年

　佐
藤

　可
菜

さ
と
う

か
な

令
和
5
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う一度
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
５
年
度
の
も
の
で
す
。

いしい このみ

思いやり
　やさしいことばで
　　広めよう
下仁田小学校　2年　　石井　心美

人権標語
優秀賞

しげた しおん

見ため　行どう　考え方
ちがうところもあるけれど
それでいい　それがふつう
下仁田小学校　2年　　重田　志穏

人権標語
優秀賞

もてき みき

大じょうぶ？
　そのひとことが
　　思いやり
下仁田小学校　2年　　茂木　美希

人権標語
優秀賞

い
イ
ジ
メ
。一度
傷
つ
い
た
心
は
、一生
直
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
の
中
で
起
き
て
い
る
様
々
な
イ
ジ
メ
は
、一つ
残
ら
ず
消
え
て
ほ
し
い
と
思
う

け
れ
ど
、そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。ま
ず
は
、イ
ジ
メ
を
無
く
す
の
で
は

な
く
、減
ら
す
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
大
切
な
の
は
、い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
誰
か
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
す
。こ
れ
は
、イ
ジ
メ
を

す
る
人
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
つ
な
がって
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
世
の
中
に
は
、心
に
多
く
の
深
い
傷
を
負
って
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
人
た
ち
を
救
い
た
い
、イ
ジ
メ
な
ん
か
で
大
切
な
命
を
無
駄
に
し
て
ほ
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。親
か
ら
授
かっ
た
大
切
な
命
を
、そ
し
て「
人
権
」を
、も
っ
と

大
切
に
、
守
って
ほ
し
い
で
す
。生
き
づ
ら
い
世
の
中
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
イ
ジ
メ

が
少
し
で
も
減
っ
た
ら
、
そ
し
て
無
く
な
っ
た
ら
世
界
が
明
る
く
な
り
、
未
来
に

希
望
の
光
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　一人
ひ
と
り
の
意
識
が
、こ
の
世
の
中
を
変
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

お知らせお知らせ

♦9月21日(土曜日)　午前10時から午後３時まで　鑑定士 浅野美由紀『手相鑑定』♦9月21日(土曜日)　午前10時から午後３時まで　鑑定士 浅野美由紀『手相鑑定』

町民の皆様のご利用もどうぞよろしくお願いいたします。
売り上げの一部は障害のある子ども達に寄付されます。様々なイベントが行われますので、お時間がありま
したら、お問い合わせくださいませ。

コカ・コーラ販売機も入り口に設置されました。コカ・コーラ販売機も入り口に設置されました。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※イベントは日程変更になる場合があります。お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認く
ださい。

季節は足早です。見事な自然の森はさらに色濃く、あたりを輝かせてくれています。
フジコヘミングさんの部屋のリメイクも終わり、東京からみえたお客様はどこよりもフジコさんの絵が多いと驚いて
います。ねぎぼうず館の9月のご案内を申し上げます。この機会にぜひご観覧ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
E‒mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/　

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
E‒mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/　

●お問い合わせ・お申込み先

●東洋占術(四柱推命・七政四予・手相)　伝統風水・カードによる占術であなたを鑑定してくれます。
●費用：1,000円/10分(複数人での利用については加算の可能性があります)
※事前のお申込み必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦9月21日(土曜日)　午後１時から１時55分まで　高橋美清『尼僧による青空説法』♦9月21日(土曜日)　午後１時から１時55分まで　高橋美清『尼僧による青空説法』
おなじみになりました髙橋美清尼の「青空説法」美しい尼僧から仏教をもとにたくさんの知恵を頂いていま
す。生活と心の豊かさを求めて楽しいお話をお聞きくださいませ。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

♦9月21日(土曜日)　午後２時から　植物学者 里見哲夫『遊びと学びの自然教室』♦9月21日(土曜日)　午後２時から　植物学者 里見哲夫『遊びと学びの自然教室』
下仁田の宝、日本の宝の先生から、自然がどんなに心を育て、身近な楽しみを与えてくれるか、不思議と魅
力の世界を実践と経験の中からのお話しくださいます。終了後、懇親会を予定しています。
●費用：無料　※事前のお申込み不要（ぐんま鉱山研究会ご協力）

♦9月22日(日曜日)　午後１時から２時まで　相川厚 教授『生き生き健康講座』♦9月22日(日曜日)　午後１時から２時まで　相川厚 教授『生き生き健康講座』
日本の人口高齢化はますます広がっていきます。誰も健康で長生きしたいのに生活習慣病、持病を抱え悩ん
でいる方がいかに多いか、日頃どんなことに気を付けたらいいのか、予防や治療の対処を懇切丁寧に講義・
相談に乗っていただいています。移植学会の会長という多忙な要職にいらっしゃる先生にぜひ面識をお持ち
いただきたいと思います。医は人なりを納得していただけるのではないでしょうか。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

♦9月28日(土曜日)　午後2時から3時まで　大島満吉氏『講演会』♦9月28日(土曜日)　午後2時から3時まで　大島満吉氏『講演会』
奇跡の生還者 大島満吉氏が、1%の日本人しか知らない凄惨な事件"葛根廟事件"の全貌を語ります。
●費用：1,000円（幼児から大学生まで無料）　※事前のお申込み不要

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　下仁田の事、学んでみませんか？
　下仁田町の自然や歴史・文化などに、興味のある方を
対象に下仁田ジオパークの魅力を紹介するジオパーク講
座基礎編を開催します。講座だけでなく、その後『ジオカ
フェ』も予定しています。昔の下仁田町の事など、参加
者同士で意見交換もしながら交流を深めましょう。

●募集対象　中学生以上
●会　　場　下仁田町自然史館（第５回のみ下仁田駅周辺）
●申し込み　各回２日前までに下仁田町自然史館まで

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田ジオパーク講座基礎編開催の
お知らせ
下仁田ジオパーク講座基礎編開催の
お知らせ

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　荒船山の麓からは昆虫や植物の化石が
見つかっています。これらの化石とほぼ同
じ時代の化石が秋田県湯沢市からも見つ
かっています。日本ジオパーク認定されて
いるゆざわジオパークから化石をお借りし、
両地域の化石について紹介します。
　ぜひ、ご来館ください。
●会　期　２０２４年９月１４日（土）
　　　　　～２０２５年６月１日（日）
●開館時間　午前９時～午後４時30 分
●休館日　水曜日・年末年始
●入館料　大人　２００円
　　　　　高校生以下　１００円
　　　　　未就学児・下仁田町民　無料

三途川層の昆虫と植物
下仁田と秋田湯沢をつなぐ化石　
三途川層の昆虫と植物
下仁田と秋田湯沢をつなぐ化石　

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月代わりに蔵出しする企画
「今月の１推し♥」９月は四ッ又山で見つ
かった珍しい模様の石『墨流し石』です。
　ぜひお立ち寄りください。

日程
９月２９日（日）
１１月１７日（日）
１２月２２日（日）
２月23日（日）
３月１６日（日）

時間
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~正午

内容
ジオパークとは /下仁田ジオパークの概要

根無し山について
妙義荒船をつくった火山活動と人々の暮らし/青岩公園の河原の石
中央構造線がもたらした下仁田の発展
駅前発着ガイドツアー

ジオパーク下仁田協議会主催 第７回下仁田町自然史館企画展

※展示品の入れ替えのため９月９日（月）～１３日（金）
自然史館を臨時休館といたします。

　９月のジオの日清掃は下仁田
層・諏訪神社付近で美化活動を
行います。清掃終了後はミニジ
オ講座もありますので、ぜひご
参加ください。
●日　時　９月２０日（金）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　諏訪神社
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装、帽子
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※荒天中止

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

「9月の一推し♥」墨流し石「9月の一推し♥」墨流し石

　縞模様のある岩
盤に別のマグマが
影響した結果、墨
汁を水に垂らした
ような面白い模様
となった石です。

　縞模様のある岩
盤に別のマグマが
影響した結果、墨
汁を水に垂らした
ような面白い模様
となった石です。
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～9月イベントのご案内～

お知らせお知らせ

♦9月21日(土曜日)　午前10時から午後３時まで　鑑定士 浅野美由紀『手相鑑定』♦9月21日(土曜日)　午前10時から午後３時まで　鑑定士 浅野美由紀『手相鑑定』

町民の皆様のご利用もどうぞよろしくお願いいたします。
売り上げの一部は障害のある子ども達に寄付されます。様々なイベントが行われますので、お時間がありま
したら、お問い合わせくださいませ。

コカ・コーラ販売機も入り口に設置されました。コカ・コーラ販売機も入り口に設置されました。

上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。
※イベントは日程変更になる場合があります。お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認く
ださい。

季節は足早です。見事な自然の森はさらに色濃く、あたりを輝かせてくれています。
フジコヘミングさんの部屋のリメイクも終わり、東京からみえたお客様はどこよりもフジコさんの絵が多いと驚いて
います。ねぎぼうず館の9月のご案内を申し上げます。この機会にぜひご観覧ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
E‒mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/　

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４　【電話受付】火・水・木・金　１０：００～１６：００
E‒mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/　

●お問い合わせ・お申込み先

●東洋占術(四柱推命・七政四予・手相)　伝統風水・カードによる占術であなたを鑑定してくれます。
●費用：1,000円/10分(複数人での利用については加算の可能性があります)
※事前のお申込み必要（空きがあれば当日のお申込みも可）

♦9月21日(土曜日)　午後１時から１時55分まで　高橋美清『尼僧による青空説法』♦9月21日(土曜日)　午後１時から１時55分まで　高橋美清『尼僧による青空説法』
おなじみになりました髙橋美清尼の「青空説法」美しい尼僧から仏教をもとにたくさんの知恵を頂いていま
す。生活と心の豊かさを求めて楽しいお話をお聞きくださいませ。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

♦9月21日(土曜日)　午後２時から　植物学者 里見哲夫『遊びと学びの自然教室』♦9月21日(土曜日)　午後２時から　植物学者 里見哲夫『遊びと学びの自然教室』
下仁田の宝、日本の宝の先生から、自然がどんなに心を育て、身近な楽しみを与えてくれるか、不思議と魅
力の世界を実践と経験の中からのお話しくださいます。終了後、懇親会を予定しています。
●費用：無料　※事前のお申込み不要（ぐんま鉱山研究会ご協力）

♦9月22日(日曜日)　午後１時から２時まで　相川厚 教授『生き生き健康講座』♦9月22日(日曜日)　午後１時から２時まで　相川厚 教授『生き生き健康講座』
日本の人口高齢化はますます広がっていきます。誰も健康で長生きしたいのに生活習慣病、持病を抱え悩ん
でいる方がいかに多いか、日頃どんなことに気を付けたらいいのか、予防や治療の対処を懇切丁寧に講義・
相談に乗っていただいています。移植学会の会長という多忙な要職にいらっしゃる先生にぜひ面識をお持ち
いただきたいと思います。医は人なりを納得していただけるのではないでしょうか。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

♦9月28日(土曜日)　午後2時から3時まで　大島満吉氏『講演会』♦9月28日(土曜日)　午後2時から3時まで　大島満吉氏『講演会』
奇跡の生還者 大島満吉氏が、1%の日本人しか知らない凄惨な事件"葛根廟事件"の全貌を語ります。
●費用：1,000円（幼児から大学生まで無料）　※事前のお申込み不要

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　下仁田の事、学んでみませんか？
　下仁田町の自然や歴史・文化などに、興味のある方を
対象に下仁田ジオパークの魅力を紹介するジオパーク講
座基礎編を開催します。講座だけでなく、その後『ジオカ
フェ』も予定しています。昔の下仁田町の事など、参加
者同士で意見交換もしながら交流を深めましょう。

●募集対象　中学生以上
●会　　場　下仁田町自然史館（第５回のみ下仁田駅周辺）
●申し込み　各回２日前までに下仁田町自然史館まで

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田ジオパーク講座基礎編開催の
お知らせ
下仁田ジオパーク講座基礎編開催の
お知らせ

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　荒船山の麓からは昆虫や植物の化石が
見つかっています。これらの化石とほぼ同
じ時代の化石が秋田県湯沢市からも見つ
かっています。日本ジオパーク認定されて
いるゆざわジオパークから化石をお借りし、
両地域の化石について紹介します。
　ぜひ、ご来館ください。
●会　期　２０２４年９月１４日（土）
　　　　　～２０２５年６月１日（日）
●開館時間　午前９時～午後４時30 分
●休館日　水曜日・年末年始
●入館料　大人　２００円
　　　　　高校生以下　１００円
　　　　　未就学児・下仁田町民　無料

三途川層の昆虫と植物
下仁田と秋田湯沢をつなぐ化石　
三途川層の昆虫と植物
下仁田と秋田湯沢をつなぐ化石　

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月代わりに蔵出しする企画
「今月の１推し♥」９月は四ッ又山で見つ
かった珍しい模様の石『墨流し石』です。
　ぜひお立ち寄りください。

日程
９月２９日（日）
１１月１７日（日）
１２月２２日（日）
２月23日（日）
３月１６日（日）

時間
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~11時 30 分
午前10 時 ~正午

内容
ジオパークとは /下仁田ジオパークの概要

根無し山について
妙義荒船をつくった火山活動と人々の暮らし/青岩公園の河原の石
中央構造線がもたらした下仁田の発展
駅前発着ガイドツアー

ジオパーク下仁田協議会主催 第７回下仁田町自然史館企画展

※展示品の入れ替えのため９月９日（月）～１３日（金）
自然史館を臨時休館といたします。

　９月のジオの日清掃は下仁田
層・諏訪神社付近で美化活動を
行います。清掃終了後はミニジ
オ講座もありますので、ぜひご
参加ください。
●日　時　９月２０日（金）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　諏訪神社
●持ち物　軍手、長靴など作業
　　　　　しやすい服装、帽子
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※荒天中止

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

「9月の一推し♥」墨流し石「9月の一推し♥」墨流し石

　縞模様のある岩
盤に別のマグマが
影響した結果、墨
汁を水に垂らした
ような面白い模様
となった石です。

　縞模様のある岩
盤に別のマグマが
影響した結果、墨
汁を水に垂らした
ような面白い模様
となった石です。
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報しもにた



教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67―

７
６
１
９
　

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝

日
等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
３
日
・
10
月
１
日

午
前
10
時
〜
正
午

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と

同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容 

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養

育
費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な

ど
の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続

き
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０

●
日
時
　
毎
月
第一火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
３
日
・
10
月
１
日

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

●
日
時

９
月
21
日（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
崎
市
末
広
町
１
１
５
番
地
１

●
内
容
　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に

よ
る
家
庭
内
の
問
題
や
相
続
、土
地

建
物
、
金
銭
、
交
通
事
故
な
ど
の
調

停
手
続
き
の
相
談（
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
高
崎
支
部

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
４
１
　

　「
法
の
日
」を
記
念
し
て
、群
馬
弁

護
士
会
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
予
約
制
（
１
名
30
分
以
内
）
に
て

先
着
12
名
限
定
で
す
。

●
日
時
　
10
月
３
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室
他

●
予
約
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員
　
行
政
相
談
員
・
民
生

委
員

●
相
談
で
き
る
内
容  

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等

へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
19
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月

27
日（
金
）午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
先 

☎
82
―
３
５
５
５

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３

０
２
委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
９
月
26
日

●
受
付
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜

２
時
50
分

（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所
　
役
場
３
０
２
委
員
会
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
そ
の
際
に
は
、会
場
か
ら
退
出
い
た

だ
き
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

公
証
相
談

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

民
事・家
事
調
停
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

人
権
相
談

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

※
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

※
単
身
で
の
申
込
み
が
で
き
る
住
宅

も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
申
込
案
内
書
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
　
令
和
６
年
９
月
１

日（
日
）〜
15
日（
日
）

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
県

住
宅
供
給
公
社
へ
提
出

●
申
込
書
・
申
込
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
民
セ
ン
タ
ー（
群
馬
県
庁
２

階
）、
県
土
木
事
務
所
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
な
ど

●
そ
の
他
　
入
居
者
は
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

※
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る

団
地
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
７
―
２
２
３
―
５
８
１
１

℻
０
２
７
―
２
２
３
―
９
８
０
８

（
住
宅
政
策
課
）

●
保
険
料

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

の
間
で
選
べ
、
い
つ
で
も
変
更
可

能
（
千
円
単
位
）

※
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

●
終
身
年
金

　
原
則
65
歳
か
ら
「
農
業
者
老
齢

年
金
」
受
給
、
年
金
額
は
生
涯
変

更
無
し

※
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
死

亡
の
場
合
、「
死
亡
一
時
金
」
を
遺

族
に
支
払
　

●
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

　☎
82
―
４
５
３
１

・
農
業
委
員
会
事
務
局（
役
場
内
）

　☎
６４
―
８
８
０
６

・
農
業
者
年
金
基
金

　☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
た
め

の
年
金
で
す
。
老
後
の
安
心
し
た

豊
か
な
生
活
の
た
め
に
加
入
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
メ
リ
ッ
ト

①
女
性
に
優
し
い

　
奥
様
が
単
独
で
も
加
入
で
き
ま

す
②
若
年
層
に
は
政
策
支
援

　
条
件
を
満
た
せ
ば
保
険
料
補
助

が
受
け
ら
れ
ま
す

③
税
制
面
で
の
優
遇

　
保
険
料
は
全
額
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す

●
加
入
要
件

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
や
国
民

年
金
基
金
・
確
定
拠
出
年
金

（
i
D
e
C
o
）
加
入
者
で
な
い

こ
と
）

②
年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
65
歳
未
満
（
60
歳
以

上
は
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被

保
険
者
）

●
積
立
方
式

　
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
積
み

立
て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
に
使

用
（
少
子
高
齢
化
に
強
い
方
式
）

●
脱
退
・
再
加
入
が
自
由

　
積
立
額
に
応
じ
て
年
金
受
給

　
血
液
は
、
長
期
保
存
が
で
き
ず
、

人
工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き
な
い
た

め
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
な
献

血
で
し
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
需
要
に
応
じ
た
血
液
の
安

定
し
た
供
給
の
た
め
、
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
26
日
（
木
）

●
受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場
　
玄
関

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

●
入
居
可
能
日
　
当
選
後
、
入
居

資
格
審
査
の
結
果
、承
認
さ
れ
次
第

個
別
に
案
内
し
ま
す
。

●
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.gunm

a-jkk.o
r.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
、世
帯
の
収
入
が一定
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
営
住
宅
九
月
定
期
募
集
の

ご
案
内

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

【
農
業
者
年
金
】の
ご
案
内

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



教
育
課
学
校
教
育
係

☎
67―

７
６
１
９
　

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝

日
等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
３
日
・
10
月
１
日

午
前
10
時
〜
正
午

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と

同
日

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容 

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養

育
費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な

ど
の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続

き
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０

●
日
時
　
毎
月
第一火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

９
月
３
日
・
10
月
１
日
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●
日
時

９
月
21
日（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
崎
市
末
広
町
１
１
５
番
地
１

●
内
容
　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に

よ
る
家
庭
内
の
問
題
や
相
続
、土
地

建
物
、
金
銭
、
交
通
事
故
な
ど
の
調

停
手
続
き
の
相
談（
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
・
家
庭
裁
判
所
高
崎
支
部

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
４
１
　

　「
法
の
日
」を
記
念
し
て
、群
馬
弁

護
士
会
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
予
約
制
（
１
名
30
分
以
内
）
に
て

先
着
12
名
限
定
で
す
。

●
日
時
　
10
月
３
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室
他

●
予
約
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員
　
行
政
相
談
員
・
民
生

委
員

●
相
談
で
き
る
内
容  

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等

へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
苦
情
や
困
り
ご
と

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
19
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月

27
日（
金
）午
後
、
小
児
科
医
師
が

不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
先 

☎
82
―
３
５
５
５

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
午
後
２
時
50
分
ま
で
に
３

０
２
委
員
会
室
に
お
い
て
受
付
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
令
和
６
年
９
月
26
日

●
受
付
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜

２
時
50
分

（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所
　
役
場
３
０
２
委
員
会
室

　
な
お
、
会
議
は
原
則
公
開
で
行
い

ま
す
が
、
審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
そ
の
際
に
は
、会
場
か
ら
退
出
い
た

だ
き
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

公
証
相
談

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

民
事・家
事
調
停
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

人
権
相
談

教
育
委
員
会
臨
時
会
の

開
催
に
つ
い
て

※
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

※
単
身
で
の
申
込
み
が
で
き
る
住
宅

も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
申
込
案
内
書
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
　
令
和
６
年
９
月
１

日（
日
）〜
15
日（
日
）

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
県

住
宅
供
給
公
社
へ
提
出

●
申
込
書
・
申
込
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
民
セ
ン
タ
ー（
群
馬
県
庁
２

階
）、
県
土
木
事
務
所
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
な
ど

●
そ
の
他
　
入
居
者
は
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

※
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る

団
地
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
２
７
―
２
２
３
―
５
８
１
１

℻
０
２
７
―
２
２
３
―
９
８
０
８

（
住
宅
政
策
課
）

●
保
険
料

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

の
間
で
選
べ
、
い
つ
で
も
変
更
可

能
（
千
円
単
位
）

※
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

●
終
身
年
金

　
原
則
65
歳
か
ら
「
農
業
者
老
齢

年
金
」
受
給
、
年
金
額
は
生
涯
変

更
無
し

※
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
死

亡
の
場
合
、「
死
亡
一
時
金
」
を
遺

族
に
支
払
　

●
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

　☎
82
―
４
５
３
１

・
農
業
委
員
会
事
務
局（
役
場
内
）

　☎
６４
―
８
８
０
６

・
農
業
者
年
金
基
金

　☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
た
め

の
年
金
で
す
。
老
後
の
安
心
し
た

豊
か
な
生
活
の
た
め
に
加
入
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
メ
リ
ッ
ト

①
女
性
に
優
し
い

　
奥
様
が
単
独
で
も
加
入
で
き
ま

す
②
若
年
層
に
は
政
策
支
援

　
条
件
を
満
た
せ
ば
保
険
料
補
助

が
受
け
ら
れ
ま
す

③
税
制
面
で
の
優
遇

　
保
険
料
は
全
額
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す

●
加
入
要
件

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
や
国
民

年
金
基
金
・
確
定
拠
出
年
金

（
i
D
e
C
o
）
加
入
者
で
な
い

こ
と
）

②
年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
65
歳
未
満
（
60
歳
以

上
は
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被

保
険
者
）

●
積
立
方
式

　
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
積
み

立
て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
に
使

用
（
少
子
高
齢
化
に
強
い
方
式
）

●
脱
退
・
再
加
入
が
自
由

　
積
立
額
に
応
じ
て
年
金
受
給

　
血
液
は
、
長
期
保
存
が
で
き
ず
、

人
工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き
な
い
た

め
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
な
献

血
で
し
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
需
要
に
応
じ
た
血
液
の
安

定
し
た
供
給
の
た
め
、
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
26
日
（
木
）

●
受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
役
場
　
玄
関

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

●
入
居
可
能
日
　
当
選
後
、
入
居

資
格
審
査
の
結
果
、承
認
さ
れ
次
第

個
別
に
案
内
し
ま
す
。

●
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.gunm

a-jkk.o
r.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
、世
帯
の
収
入
が一定
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
営
住
宅
九
月
定
期
募
集
の

ご
案
内

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

【
農
業
者
年
金
】の
ご
案
内
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下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和

７
年
４
月
採
用
の
正
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
正
職
員
】

●
業
務
・
人
数

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
（
若

干
名
）

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
定

に
よ
る

●
応
募
資
格

　
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の

資
格
を
有
す
る
者
又
は
取
得
見
込

の
者

●
年
齢
　
６１
歳
以
下

●
募
集
期
間

令
和
６
年
９
月
３０
日
ま
で

●
試
験
日
程

令
和
６
年
１０
月
予
定

※

日
程
に
つ
い
て
は
応
相
談

●
採
用
試
験

書
類
審
査
・
面
接
・
作
文

●
応
募
方
法

　
履
歴
書
を
記
載
（
令
和
７
年
３

月
新
規
学
卒
者
は
卒
業
見
込
証
明

書
、成
績
証
明
書
を
添
付
）の
う
え
、

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応
募

書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

※

詳
細
・
職
場
見
学
等
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
８２
―
３
５
５
５

●
日
時
　
１０
月
２１
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

●
会
場

下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

（
申
込
時
に
納
入
）

●
プ
レ
ー
代
　
８
，
８
０
０
円

（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
４０
名
ま
で

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
て
お
願
い
し
ま
す

●
申
込
期
限
　
１０
月
４
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
体
育
協
会
事
務
局

☎
８２
―
２
１
１
５

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

●
受
付
期
間
　
９
月
９
日
（
月
）
〜

９
月
20
日（
金
）

受
付
期
間
中
は
、
24
時
間
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shik

en.or.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
18
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
受
付
期
間

９
月
２
日
（
月
）〜
９
月
13
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
、
下
仁
田
消
防
署
、
多
野

藤
岡
広
域
消
防
本
部

●
受
講
料
　
１
２
，
９
５
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
62
―
４
３
０
６

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
拠

点
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
整
備
を
進

め
て
き
た
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本

部
・
富
岡
消
防
署
の
新
庁
舎
が
完

成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

マ
ル
シェ…

　
全
国
豆
腐
品
評
会
で
２
度
の
金

賞
を
受
賞
し
た
名
店
の
お
豆
腐
や

職
人
手
作
り
の
ひ
の
き
材
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
ラ
ン
プ
、
布
小
物
や
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
な
ど
様
々
な
お
店
が
出
店
し
ま

す
。

軽
ト
ラ
市…

　
軽
ト
ラ
の
荷
台
を
利
用
し
て
採
れ

た
て
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

　
そ
の
他
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
商
工
会

☎
82
―
３
２
０
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sim
onita@

beige.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shoko.shim
onita.jp/

　

庁
舎
を
移
転
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
先
　
富
岡
市
田
島
26
番
地

●
移
転
日
（
仮
運
用
開
始
日
）

・
富
岡
消
防
署

　
令
和
６
年
９
月
21
日
（
土
）
か
ら

・
消
防
本
部
　

　
令
和
６
年
９
月
24
日
（
火
）
か
ら

●
正
式
運
用
開
始
日

　
令
和
６
年
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

●
代
表
電
話
番
号

☎
62
―
４
３
２
５

※

移
転
に
よ
る
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
62
―
４
３
２
６

　
下
仁
田
町
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

始
ま
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
追
加
情
報
に
つ
い
て

は
、
折
込
チ
ラ
シ
や
下
仁
田
町
商

工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
日
時

９
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体
験
道
場
（
広

場
）

●
主
催
　
下
仁
田
町
商
工
会

●
内
容

▼
試
験（
第
２
回
）

●
日
時

10
月
27
日（
日
）

　
高
崎
市「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」

11
月
３
日
（
日
）

　
太
田
市
「
関
東
学
園
大
学
」

11
月
17
日
（
日
）

前
橋
市
「
群
馬
県
公
社
総
合
ビ

ル
又
は
群
馬
建
設
会
館
」

（
受
験
票
指
定
）

試
験
時
間
は
試
験
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

▼
書
面
申
請

●
受
付
期
間

９
月
９
日
（
月
）〜
９
月
20
日
（
金
）

●
受
付
場
所

一般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
　
群
馬
県
支
部

〒
３
７
１
―
０
８
５
４

前
橋
市
大
渡
町
１
―
１０
―
７

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
５
階

☎
０
２
７
―
２
８
０
―
６
１
２
３

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※

郵
送
さ
れ
る
場
合
は
９
月
20
日

消
印
有
効
で
す
。

▼
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部・

富
岡
消
防
署
移
転
の
ご
連
絡

第
１
回
し
も
に
た
青
空
市

開
催
の
お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和

７
年
４
月
採
用
の
正
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
正
職
員
】

●
業
務
・
人
数

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
（
若

干
名
）

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
定

に
よ
る

●
応
募
資
格

　
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の

資
格
を
有
す
る
者
又
は
取
得
見
込

の
者

●
年
齢
　
６１
歳
以
下

●
募
集
期
間

令
和
６
年
９
月
３０
日
ま
で

●
試
験
日
程

令
和
６
年
１０
月
予
定

※

日
程
に
つ
い
て
は
応
相
談

●
採
用
試
験

書
類
審
査
・
面
接
・
作
文

●
応
募
方
法

　
履
歴
書
を
記
載
（
令
和
７
年
３

月
新
規
学
卒
者
は
卒
業
見
込
証
明

書
、成
績
証
明
書
を
添
付
）の
う
え
、

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、

封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応
募

書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

※

詳
細
・
職
場
見
学
等
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

☎
８２
―
３
５
５
５

●
日
時
　
１０
月
２１
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

●
会
場

下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

（
申
込
時
に
納
入
）

●
プ
レ
ー
代
　
８
，
８
０
０
円

（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
４０
名
ま
で

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
て
お
願
い
し
ま
す

●
申
込
期
限
　
１０
月
４
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
体
育
協
会
事
務
局

☎
８２
―
２
１
１
５

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

●
受
付
期
間
　
９
月
９
日
（
月
）
〜

９
月
20
日（
金
）

受
付
期
間
中
は
、
24
時
間
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shik

en.or.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
18
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
受
付
期
間

９
月
２
日
（
月
）〜
９
月
13
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
、
下
仁
田
消
防
署
、
多
野

藤
岡
広
域
消
防
本
部

●
受
講
料
　
１
２
，
９
５
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
62
―
４
３
０
６

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
拠

点
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
整
備
を
進

め
て
き
た
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本

部
・
富
岡
消
防
署
の
新
庁
舎
が
完

成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

マ
ル
シェ…

　
全
国
豆
腐
品
評
会
で
２
度
の
金

賞
を
受
賞
し
た
名
店
の
お
豆
腐
や

職
人
手
作
り
の
ひ
の
き
材
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
ラ
ン
プ
、
布
小
物
や
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
な
ど
様
々
な
お
店
が
出
店
し
ま

す
。

軽
ト
ラ
市…

　
軽
ト
ラ
の
荷
台
を
利
用
し
て
採
れ

た
て
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

　
そ
の
他
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
町
商
工
会

☎
82
―
３
２
０
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sim
onita@

beige.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shoko.shim
onita.jp/

　

庁
舎
を
移
転
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
先
　
富
岡
市
田
島
26
番
地

●
移
転
日
（
仮
運
用
開
始
日
）

・
富
岡
消
防
署

　
令
和
６
年
９
月
21
日
（
土
）
か
ら

・
消
防
本
部
　

　
令
和
６
年
９
月
24
日
（
火
）
か
ら

●
正
式
運
用
開
始
日

　
令
和
６
年
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

●
代
表
電
話
番
号

☎
62
―
４
３
２
５

※

移
転
に
よ
る
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
62
―
４
３
２
６

　
下
仁
田
町
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

始
ま
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
追
加
情
報
に
つ
い
て

は
、
折
込
チ
ラ
シ
や
下
仁
田
町
商

工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
日
時

９
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体
験
道
場
（
広

場
）

●
主
催
　
下
仁
田
町
商
工
会

●
内
容

▼
試
験（
第
２
回
）

●
日
時

10
月
27
日（
日
）

　
高
崎
市「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」

11
月
３
日
（
日
）

　
太
田
市
「
関
東
学
園
大
学
」

11
月
17
日
（
日
）

前
橋
市
「
群
馬
県
公
社
総
合
ビ

ル
又
は
群
馬
建
設
会
館
」

（
受
験
票
指
定
）

試
験
時
間
は
試
験
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

▼
書
面
申
請

●
受
付
期
間

９
月
９
日
（
月
）〜
９
月
20
日
（
金
）

●
受
付
場
所

一般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
　
群
馬
県
支
部

〒
３
７
１
―
０
８
５
４

前
橋
市
大
渡
町
１
―
１０
―
７

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
５
階

☎
０
２
７
―
２
８
０
―
６
１
２
３

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※

郵
送
さ
れ
る
場
合
は
９
月
20
日

消
印
有
効
で
す
。

▼
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部・

富
岡
消
防
署
移
転
の
ご
連
絡

第
１
回
し
も
に
た
青
空
市

開
催
の
お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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　公民館図書室では、町民
の皆様に親しまれる図書室
を目指して、レイアウトを
変更しました。是非、お気
軽にお立ち寄りください。
お待ちしています。

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせを開催します。楽しい絵本
がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期日　９月５日・１９日（第１・第３木曜日）※今月は木曜日です
●時間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度
　開始時間は、あくまでも目安です。午後の部は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛け
をいただければ、随時職員が対応します。
●場所　下仁田町公民館２階　図書室

公民館だより公民館だより
令和6年
第478号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

　今年は隔年の町民文化講座を開催します。今回はテレビでおなじみの落語
家・林家三平さんをお招きし、「笑いと人生」と題して講演します。ぜひご
来場ください。
●日　時　９月７日（土）　午後２時～（開場：午後１時３０分）
●場　所　下仁田町文化ホール
●講　師　落語家 林家三平さん
●演　題　「笑いと人生」
●内　容　いくつになっても笑顔になることの大切さ、健康・生きがいづく
　　　　　りについて、落語を交えた絶妙なトークで説く。
●チケット　５００円　
●チケット取扱　下仁田町公民館窓口・文化協会に加盟する各団体
　　　　　　　　当日券は会場受付で販売（当日券には、限りがあります）
●問い合わせ先　文化協会事務局（下仁田町公民館）　☎８２－３５３５

町民文化講座にお越しください町民文化講座にお越しください

　パーティーやイベントなどで大人気のマジックショー！ショータイムでは、皆様に驚きのマジック
をお楽しみいただきます。また、マジック教室では、身近な物を使って、即、マジシャンに早変わ
り！あなたも簡単に大人気マジシャンになれます。
●日　時　９月２５日（水）午前１０時から正午
●講　師　ワンダー吉井さん（前橋市）
●参加費　無料
●定　員　先着３０名
●会　場　下仁田町公民館３階　大会議室
●申込期間　９月２日（月）から９月２０日（金）まで
●申込方法　☎８２－３５３５

マジックショー＆マジック教室のご案内マジックショー＆マジック教室のご案内もしかすると魔法使い？もしかすると魔法使い？

　ご自身で着付けのスキルが身につく短期集中型教室です。着付けに興味のある方もない方も一歩踏
み出してみませんか？みんなで楽しめる教室ですので、ぜひご参加ください。
●期　日　１０月１１日・１０月２５日・１１月８日・１１月２２日（第２・第４金曜日）全４回
●時　間　午後７時～午後９時
●場　所　下仁田町公民館２階　談話室（和室）
●対　象　成　人
●定　員　１０名（先着順）
●講　師　千野千鶴子先生　
●受講料　無料
●持ち物　着物・名古屋帯または袋名古屋帯・帯板・帯締め・帯あげ・お太鼓・襦袢・襟芯・足袋・
　　　　　紐（５本）・タオル・ガーゼ・クリップなど　※お持ちでない方にはお貸しします
●募集期間　９月２日（月）から
●問い合わせ・申込み先　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

「着付け教室」参加者募集！！「着付け教室」参加者募集！！

著者名

伊藤理佐

伊吹有喜

チョ・ナムジュ

三浦しをん

猫は液体

國分功一郎

ゴムドリ

鯨井あめ

桜木紫乃

小野寺史宜

原田マハ

池井戸　潤

池井戸　潤

著者名

加藤容崇

秋谷りんこ

佐伯泰英

やなせたかし

やなせたかし

畠山健二

鈴木英治

鈴木英治

小杉健治

柳田理科雄

書名

おんなの窓　わたし現在３K編

娘が巣立つ朝

耳をすませば

好きになってしまいました。

毎日が平気になる猫ことば

暇と退屈の倫理学

海面上昇のサバイバル

沙を噛め、肺魚

谷から来た女

町なか番外地

板上に咲く

俺たちの箱根駅伝　上

俺たちの箱根駅伝　下

書名

ほねほねザウルス㉙

医者が教えるサウナの教科書

ナースの卯月に視えるもの

助太刀稼業　一さらば故里よ

ミニミニメロンパンナちゃん

ミニミニロールパンナ

新本所おけら長屋

突きの鬼一　跳躍

部屋済み勘兵衛　闇の剣

情け深川恋女房　札差の死

名探偵コナン　空想科学読本

公民館図書室 「新刊図書情報」 7月に入った新刊図書は次のとおりです。

ぐるーぷ・アンモナイツ

図書室掲示板図書室掲示板
図書室のレイアウトを変更しました！

絵本の読み聞かせのお知らせ

忙しい方にもおすすめ忙しい方にもおすすめドラえもん学びワールドキャンプと
自然観察 藤子・F・不二雄
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　公民館図書室では、町民
の皆様に親しまれる図書室
を目指して、レイアウトを
変更しました。是非、お気
軽にお立ち寄りください。
お待ちしています。

　公民館図書室では、月２回、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせを開催します。楽しい絵本
がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期日　９月５日・１９日（第１・第３木曜日）※今月は木曜日です
●時間　午前１０時～（午前の部）　午後３時～（午後の部）　約１０分程度
　開始時間は、あくまでも目安です。午後の部は、午後４時３０分までの間、ご希望によりお声掛け
をいただければ、随時職員が対応します。
●場所　下仁田町公民館２階　図書室

公民館だより公民館だより
令和6年
第478号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

　今年は隔年の町民文化講座を開催します。今回はテレビでおなじみの落語
家・林家三平さんをお招きし、「笑いと人生」と題して講演します。ぜひご
来場ください。
●日　時　９月７日（土）　午後２時～（開場：午後１時３０分）
●場　所　下仁田町文化ホール
●講　師　落語家 林家三平さん
●演　題　「笑いと人生」
●内　容　いくつになっても笑顔になることの大切さ、健康・生きがいづく
　　　　　りについて、落語を交えた絶妙なトークで説く。
●チケット　５００円　
●チケット取扱　下仁田町公民館窓口・文化協会に加盟する各団体
　　　　　　　　当日券は会場受付で販売（当日券には、限りがあります）
●問い合わせ先　文化協会事務局（下仁田町公民館）　☎８２－３５３５

町民文化講座にお越しください町民文化講座にお越しください

　パーティーやイベントなどで大人気のマジックショー！ショータイムでは、皆様に驚きのマジック
をお楽しみいただきます。また、マジック教室では、身近な物を使って、即、マジシャンに早変わ
り！あなたも簡単に大人気マジシャンになれます。
●日　時　９月２５日（水）午前１０時から正午
●講　師　ワンダー吉井さん（前橋市）
●参加費　無料
●定　員　先着３０名
●会　場　下仁田町公民館３階　大会議室
●申込期間　９月２日（月）から９月２０日（金）まで
●申込方法　☎８２－３５３５

マジックショー＆マジック教室のご案内マジックショー＆マジック教室のご案内もしかすると魔法使い？もしかすると魔法使い？

　ご自身で着付けのスキルが身につく短期集中型教室です。着付けに興味のある方もない方も一歩踏
み出してみませんか？みんなで楽しめる教室ですので、ぜひご参加ください。
●期　日　１０月１１日・１０月２５日・１１月８日・１１月２２日（第２・第４金曜日）全４回
●時　間　午後７時～午後９時
●場　所　下仁田町公民館２階　談話室（和室）
●対　象　成　人
●定　員　１０名（先着順）
●講　師　千野千鶴子先生　
●受講料　無料
●持ち物　着物・名古屋帯または袋名古屋帯・帯板・帯締め・帯あげ・お太鼓・襦袢・襟芯・足袋・
　　　　　紐（５本）・タオル・ガーゼ・クリップなど　※お持ちでない方にはお貸しします
●募集期間　９月２日（月）から
●問い合わせ・申込み先　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

「着付け教室」参加者募集！！「着付け教室」参加者募集！！

著者名

伊藤理佐

伊吹有喜

チョ・ナムジュ

三浦しをん

猫は液体

國分功一郎

ゴムドリ

鯨井あめ

桜木紫乃

小野寺史宜

原田マハ

池井戸　潤

池井戸　潤

著者名

加藤容崇

秋谷りんこ

佐伯泰英

やなせたかし

やなせたかし

畠山健二

鈴木英治

鈴木英治

小杉健治

柳田理科雄

書名

おんなの窓　わたし現在３K編

娘が巣立つ朝

耳をすませば

好きになってしまいました。

毎日が平気になる猫ことば

暇と退屈の倫理学

海面上昇のサバイバル

沙を噛め、肺魚

谷から来た女

町なか番外地

板上に咲く

俺たちの箱根駅伝　上

俺たちの箱根駅伝　下

書名

ほねほねザウルス㉙

医者が教えるサウナの教科書

ナースの卯月に視えるもの

助太刀稼業　一さらば故里よ

ミニミニメロンパンナちゃん

ミニミニロールパンナ

新本所おけら長屋

突きの鬼一　跳躍

部屋済み勘兵衛　闇の剣

情け深川恋女房　札差の死

名探偵コナン　空想科学読本

公民館図書室 「新刊図書情報」 7月に入った新刊図書は次のとおりです。

ぐるーぷ・アンモナイツ

図書室掲示板図書室掲示板
図書室のレイアウトを変更しました！

絵本の読み聞かせのお知らせ

忙しい方にもおすすめ忙しい方にもおすすめドラえもん学びワールドキャンプと
自然観察 藤子・F・不二雄
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【
俳
句
】

■
動
物
も
人
も
同
じ
に
持
つ
家
族

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
空
高
く
ト
ン
ボ
舞
い
来
る
風
穴
の
朝

　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
下
仁
田
は
晴
北
の
大
地
の
大
水
は
し
づ
か
に
海
へ
世
界
の
ね
が
い
だ

　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
か
も
鹿
も
日
本
の
鹿
も
同
じ
鹿
か
け
が
え
の
な
い
尊
き
命

　
　
　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
日
が
つ
ま
り
せ
み
の
な
き
声
に
ぎ
や
か
に
つ
く
つ
く
法
師
心
安
ら
ぐ

　

 

（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
空
蝉
の
ほ
の
か
に
残
る
ぬ
く
も
り
に
緑
に
囲
ま
れ
し
あ
わ
せ
ひ
し
と

　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
六
年
七
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　綠
陰
讀
書

　
　
　素
風

　
　神
宮
伸
郎

首
夏
山
居
綠
掩
門

新
茶
一
啜
坐
南
軒

陽
光
萬
里
淸
和
候

靜
對
几
邊
書
可
繙

　緑
陰
読
書

首
夏
の
山
居

　緑

　門
を
掩
う

新
茶
一
啜

　南
軒
に
坐
す

陽
光
万
里

　清
和
の
候

静
に
対
す
几
辺

　書

　繙
く
べ
し

【
短
歌
】

■
苔
の
花
歩
道
に
沈
む
杖
の
音

　
　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
夕
焼
け
の
棚
田
田
毎
の
妙
義
山

　
　
　
　今
井

　陽
子

■
待
ち
合
わ
す
駅
前
広
場
ソ
ー
ダ
水

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
苔
寺
の
山
門
三
層
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
白
髪
の
似
合
う
婦
長
の
サ
ン
グ
ラ
ス

　永
井

　波
江

■
対
岸
の
夕
日
が
醸
す
夏
の
霧

　
　
　
　吉
田

　文
子

■
新
札
と
酷
暑
一
色
朝
刊
来

　
　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
荒
畑
の
伸
び
放
題
の
夏
蓬

　
　
　
　
　新
井

　笑
子

■
信
号
機
な
き
村
閑
か
百
日
紅

　
　
　
　高
田

　ト
ク

し
ゅ
か

さ
ん
き
ょ

み
ど
り

も
ん

お
お

り
ょ
く
い
ん 

ど
く
し
ょ

し
ん
ち
ゃ

よ
う
こ
う

し
ず
か

た
い

き

へ
ん

し
ょ

ひ
も
と

ば
ん
り

せ
い
わ

こ
う

い
っ
せ
つ

な
ん
け
ん

ざ

【
語
釈
】
首
夏
＝
初
夏
の
季
節
。
緑
掩
門
＝
木
が
繁
茂

し
て
門
を
お
お
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
新
茶
一
啜
＝
新
茶

を
ひ
と
す
す
り
す
る
こ
と
。
陽
光
万
里
＝
ど
こ
ま
で
も

晴
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
。
清
和
候
＝
す
が
す
が
し
い
四

月
の
異
称
（
現
在
の
五
月
）。
几
辺
＝
机
の
あ
た
り
。

書
可
繙
＝
書
物
を
紐
解
い
て
み
よ
う
か
。

【
通
釈
】
初
夏
に
山
中
に
あ
る
家
を
訪
れ
て
み
る
と
、

木
々
が
茂
っ
て
門
さ
え
も
お
お
い
隠
し
て
い
た
。
新
茶

を
ひ
と
す
す
り
し
、
日
当
た
り
の
よ
い
南
側
の
軒
先
に

気
持
ち
よ
く
座
っ
て
い
る
。

太
陽
の
光
が
、
万
里
の
果
て
ま
で
明
る
く
照
ら
し
て
い

る
、
爽
や
か
な
五
月
の
季
節
。
静
か
に
机
に
向
か
い
、

前
か
ら
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
書
物
を
紐
解
い
て
み

よ
う
か
。

さ
る
す
べ
り

か
も

く

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）・⑴
　

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）・⑴
　

　
上
野
か
ら
高
崎
迄
鉄
道
が
開
通

を
み
ま
し
た
の
は
１
８
８
４
年

（
明
治
17
）
で
し
た
。
富
岡
に
は

官
営
の
富
岡
製
糸
場
が
あ
っ
て
、

生
糸
の
輸
送
に
多
く
の
人
達
が
鉄

道
の
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
高
崎
か
ら
下
仁
田
ま
で
は
３

３
・
７
㎞
あ
り
ま
す
。
上
野
鉄
道

の
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
１
８
９

６
年
（
明
治
29
）
３
月
末
、
完
成

を
み
ま
し
た
の
が
翌
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
３
月
18
日
で
し
た
。

全
て
手
作
業
に
よ
る
こ
の
時
代
に

１
年
間
で
完
了
し
た
こ
と
に
驚
き

を
感
じ
ま
す
。
特
に
烏
川
・
鏑
川

の
鉄
橋
や
富
岡―

下
仁
田
間
の
鬼

が
沢
鉄
橋
・
白
山
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
等
々
は
大
変
な
難
工
事
だ
っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
開
業
し
た

の
は
同
年
９
月
25
日
で
し
た
。

　
開
業
当
時
の
駅
は
高
崎
・
山
名
・

吉
井
・
福
島
・
富
岡
・
一
の
宮
・

南
蛇
井
・
下
仁
田
の
８
駅
で
す
。

建
設
費
は
５
７
万
３
千
９
１
６
円

と
の
こ
と
で
す
。
高
崎
へ
は
富
岡

か
ら
の
生
糸
・
中
小
坂
の
鉄
鉱
石
・

南
牧
の
砥
石
や
木
材
・
薪
炭
等
が
、

高
崎
か
ら
は
米
穀
・
魚
・
塩
・
生
繭
・

石
炭
・
日
用
品
等
々
が
運
ば
れ
ま

し
た
。
開
通
に
よ
っ
て
全
線
の

人
々
は
早
速
そ
の
恩
恵
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
、
高
崎
・
前
橋
等
や

上
京
の
便
、
通
勤
や
通
学
等
に
は

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
私
の
祖

父
や
父
も
前
橋
の
師
範
学
校
へ
学

ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
開
業
以
来
苦
境
を
乗
り
越
え
つ

つ
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
上
野
鉄
道

も
、
時
の
流
れ
も
あ
っ
て
い
つ
ま

で
も
軽
便
鉄
道
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
に
疑
義
を
も
つ
社
員
も
い
ま
し

た
。
特
に
革
新
的
な
意
見
を
も
っ

た
監
査
役
の
山
田
昌
吉
氏
は
鉄
道

電
化
へ
強
い
待
望
を
推
し
進
め
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
電
灯
以
外
に

電
力
を
他
に
使
用
す
る
こ
と
に
反

対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
山
田
氏
の

努
力
に
よ
っ
て
難
局
を
切
り
抜
け

る
こ
と
が
出
来
、１
９
２
１
年
（
大

正
10
）
山
田
氏
が
社
長
に
就
任
し

て
社
名
を
上
信
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
改
称
し
発
足
を
し
ま
し
た
。

全
線
開
通
を
見
ま
し
た
の
は
１
９

２
４
年
（
大
正
13
）
12
月
で
し
た
。

電
化
に
伴
う
土
木
工
事
の
状
況
を

み
ま
す
と
、
全
線
工
事
を
五
工
区

に
分
け
て
、
請
負
で
容
易
な
工
事

は
一
部
を
直
営
と
し
た
と
言
い
ま

す
。
工
区
は
次
の
よ
う
で
す
。

・
第
一
工
区
は
高
崎
・
馬
庭
間
（
烏

川
橋
梁
を
除
く
）

・
第
二
工
区
は
馬
庭
・
吉
井
間

・
第
三
工
区
は
福
島
・
富
岡
間

・
第
四
工
区
は
南
蛇
井
・
下
仁
田
間

・
第
五
工
区
は
烏
川
橋
梁

　
特
に
、
烏
川
橋
梁
の
工
事
は
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
社
名
を
上

信
電
鉄
と
名
付
け
た
理
由
は
、
下

仁
田
よ
り
現
南
牧
村
磐
戸
を
通
り

南
牧
谷
に
沿
い
な
が
ら
余
地
峠
を

越
え
、
信
州
南
佐
久
郡
の
羽
黒
下

に
出
て
小
梅
線
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
宿
願
に
よ
り
、
上
信
電
気
鉄

道
株
式
会
社
と
命
名
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
磐
戸
村
（
現
南
牧
村
磐

戸
）
に
は
、
磐
戸
駅
の
位
置
ま
で

想
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
鉄
道
か
ら
１

２
７
年
、
上
信
電
鉄
の
電
化
か
ら

１
０
０
年
の
記
録
を
以
っ
て
、
地

域
発
展
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は

経
営
上
大
き
な
苦
難
の
道
の
り
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
バ
ス
路
線

の
開
通
に
よ
っ
て
乗
客
数
の
減

少
、
ま
た
、
今
日
は
自
家
用
車
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
に
よ
っ
て
窮
地
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
私
鉄
と
し
て
は
全
国

は
一
部
を
直
営
と
し
た
と
言
い
ま

す
。
工
区
は
次
の
よ
う
で
す
。

・
第
一
工
区
は
高
崎
・
馬
庭
間
（
烏

川
橋
梁
を
除
く
）

・
第
二
工
区
は
馬
庭
・
吉
井
間

・
第
三
工
区
は
福
島
・
富
岡
間

・
第
四
工
区
は
南
蛇
井
・
下
仁
田
間

・
第
五
工
区
は
烏
川
橋
梁

　
特
に
、
烏
川
橋
梁
の
工
事
は
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
社
名
を
上

信
電
鉄
と
名
付
け
た
理
由
は
、
下

仁
田
よ
り
現
南
牧
村
磐
戸
を
通
り

南
牧
谷
に
沿
い
な
が
ら
余
地
峠
を

越
え
、
信
州
南
佐
久
郡
の
羽
黒
下

に
出
て
小
梅
線
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
宿
願
に
よ
り
、
上
信
電
気
鉄

道
株
式
会
社
と
命
名
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
磐
戸
村
（
現
南
牧
村
磐

戸
）
に
は
、
磐
戸
駅
の
位
置
ま
で

想
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
鉄
道
か
ら
１

２
７
年
、
上
信
電
鉄
の
電
化
か
ら

１
０
０
年
の
記
録
を
以
っ
て
、
地

域
発
展
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は

経
営
上
大
き
な
苦
難
の
道
の
り
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
バ
ス
路
線

の
開
通
に
よ
っ
て
乗
客
数
の
減

少
、
ま
た
、
今
日
は
自
家
用
車
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
に
よ
っ
て
窮
地
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
私
鉄
と
し
て
は
全
国

第
二
番
目
の
創
業
と
い
わ
れ
て
い

る
名
誉
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
仁
田
駅
は
「
関
東
の
駅
百
選
」

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
は
東

京
か
ら
お
座
敷
列
車
が
乗
り
入
れ

て
賑
わ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。
何
と
い
っ
て
も
通
勤
、
特
に

通
学
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
鉄

道
で
す
。
　
　

　
今
、
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館
（
西
牧
小

学
校
跡
）
で
は
、
来
年
６
月
ま
で

「
上
信
電
鉄
の
あ
ゆ
み
」
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の

人
に
ご
覧
戴
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
に
は
フ

ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、

自
筆
の
絵
や
多
く
の
著
名
人
の
絵

画
・
版
画
等
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

明
治
よ
り
　
走
り
続
け
し

　
二
番
目
の
　
私
鉄
や
名
誉

　
　
群
馬
の
誇
り

桑
畑
の
　
中
走
り
た
る

　
過
去
影
や
消
え
　
嬉
し
き
事
に

　
　
地
域
や
開
く

百
年
余
　
走
り
続
け
し

　
鉄
道
の
　
多
き
功
績

　
　
喜
び
た
た
ふ

第
二
番
目
の
創
業
と
い
わ
れ
て
い

る
名
誉
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
仁
田
駅
は
「
関
東
の
駅
百
選
」

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
は
東

京
か
ら
お
座
敷
列
車
が
乗
り
入
れ

て
賑
わ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。
何
と
い
っ
て
も
通
勤
、
特
に

通
学
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
鉄

道
で
す
。
　
　

　
今
、
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館
（
西
牧
小

学
校
跡
）
で
は
、
来
年
６
月
ま
で

「
上
信
電
鉄
の
あ
ゆ
み
」
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の

人
に
ご
覧
戴
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
に
は
フ

ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、

自
筆
の
絵
や
多
く
の
著
名
人
の
絵

画
・
版
画
等
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

明
治
よ
り
　
走
り
続
け
し

　
二
番
目
の
　
私
鉄
や
名
誉

　
　
群
馬
の
誇
り

桑
畑
の
　
中
走
り
た
る

　
過
去
影
や
消
え
　
嬉
し
き
事
に

　
　
地
域
や
開
く

百
年
余
　
走
り
続
け
し

　
鉄
道
の
　
多
き
功
績

　
　
喜
び
た
た
ふ
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【
俳
句
】

■
動
物
も
人
も
同
じ
に
持
つ
家
族

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
空
高
く
ト
ン
ボ
舞
い
来
る
風
穴
の
朝

　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
下
仁
田
は
晴
北
の
大
地
の
大
水
は
し
づ
か
に
海
へ
世
界
の
ね
が
い
だ

　
 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
か
も
鹿
も
日
本
の
鹿
も
同
じ
鹿
か
け
が
え
の
な
い
尊
き
命

　
　
　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
日
が
つ
ま
り
せ
み
の
な
き
声
に
ぎ
や
か
に
つ
く
つ
く
法
師
心
安
ら
ぐ

　

 

（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
空
蝉
の
ほ
の
か
に
残
る
ぬ
く
も
り
に
緑
に
囲
ま
れ
し
あ
わ
せ
ひ
し
と

　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
六
年
七
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　綠
陰
讀
書

　
　
　素
風

　
　神
宮
伸
郎

首
夏
山
居
綠
掩
門

新
茶
一
啜
坐
南
軒

陽
光
萬
里
淸
和
候

靜
對
几
邊
書
可
繙

　緑
陰
読
書

首
夏
の
山
居

　緑

　門
を
掩
う

新
茶
一
啜

　南
軒
に
坐
す

陽
光
万
里

　清
和
の
候

静
に
対
す
几
辺

　書

　繙
く
べ
し

【
短
歌
】

■
苔
の
花
歩
道
に
沈
む
杖
の
音

　
　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
夕
焼
け
の
棚
田
田
毎
の
妙
義
山

　
　
　
　今
井

　陽
子

■
待
ち
合
わ
す
駅
前
広
場
ソ
ー
ダ
水

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
苔
寺
の
山
門
三
層
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
白
髪
の
似
合
う
婦
長
の
サ
ン
グ
ラ
ス

　永
井

　波
江

■
対
岸
の
夕
日
が
醸
す
夏
の
霧

　
　
　
　吉
田

　文
子

■
新
札
と
酷
暑
一
色
朝
刊
来

　
　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
荒
畑
の
伸
び
放
題
の
夏
蓬

　
　
　
　
　新
井

　笑
子

■
信
号
機
な
き
村
閑
か
百
日
紅

　
　
　
　高
田

　ト
ク

し
ゅ
か

さ
ん
き
ょ

み
ど
り

も
ん

お
お

り
ょ
く
い
ん 

ど
く
し
ょ

し
ん
ち
ゃ

よ
う
こ
う

し
ず
か

た
い

き

へ
ん

し
ょ

ひ
も
と

ば
ん
り

せ
い
わ

こ
う

い
っ
せ
つ

な
ん
け
ん

ざ

【
語
釈
】
首
夏
＝
初
夏
の
季
節
。
緑
掩
門
＝
木
が
繁
茂

し
て
門
を
お
お
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
新
茶
一
啜
＝
新
茶

を
ひ
と
す
す
り
す
る
こ
と
。
陽
光
万
里
＝
ど
こ
ま
で
も

晴
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
。
清
和
候
＝
す
が
す
が
し
い
四

月
の
異
称
（
現
在
の
五
月
）。
几
辺
＝
机
の
あ
た
り
。

書
可
繙
＝
書
物
を
紐
解
い
て
み
よ
う
か
。

【
通
釈
】
初
夏
に
山
中
に
あ
る
家
を
訪
れ
て
み
る
と
、

木
々
が
茂
っ
て
門
さ
え
も
お
お
い
隠
し
て
い
た
。
新
茶

を
ひ
と
す
す
り
し
、
日
当
た
り
の
よ
い
南
側
の
軒
先
に

気
持
ち
よ
く
座
っ
て
い
る
。

太
陽
の
光
が
、
万
里
の
果
て
ま
で
明
る
く
照
ら
し
て
い

る
、
爽
や
か
な
五
月
の
季
節
。
静
か
に
机
に
向
か
い
、

前
か
ら
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
書
物
を
紐
解
い
て
み

よ
う
か
。

さ
る
す
べ
り

か
も

く

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）・⑴
　

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）・⑴
　

　
上
野
か
ら
高
崎
迄
鉄
道
が
開
通

を
み
ま
し
た
の
は
１
８
８
４
年

（
明
治
17
）
で
し
た
。
富
岡
に
は

官
営
の
富
岡
製
糸
場
が
あ
っ
て
、

生
糸
の
輸
送
に
多
く
の
人
達
が
鉄

道
の
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
高
崎
か
ら
下
仁
田
ま
で
は
３

３
・
７
㎞
あ
り
ま
す
。
上
野
鉄
道

の
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
１
８
９

６
年
（
明
治
29
）
３
月
末
、
完
成

を
み
ま
し
た
の
が
翌
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
３
月
18
日
で
し
た
。

全
て
手
作
業
に
よ
る
こ
の
時
代
に

１
年
間
で
完
了
し
た
こ
と
に
驚
き

を
感
じ
ま
す
。
特
に
烏
川
・
鏑
川

の
鉄
橋
や
富
岡―

下
仁
田
間
の
鬼

が
沢
鉄
橋
・
白
山
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
等
々
は
大
変
な
難
工
事
だ
っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
開
業
し
た

の
は
同
年
９
月
25
日
で
し
た
。

　
開
業
当
時
の
駅
は
高
崎
・
山
名
・

吉
井
・
福
島
・
富
岡
・
一
の
宮
・

南
蛇
井
・
下
仁
田
の
８
駅
で
す
。

建
設
費
は
５
７
万
３
千
９
１
６
円

と
の
こ
と
で
す
。
高
崎
へ
は
富
岡

か
ら
の
生
糸
・
中
小
坂
の
鉄
鉱
石
・

南
牧
の
砥
石
や
木
材
・
薪
炭
等
が
、

高
崎
か
ら
は
米
穀
・
魚
・
塩
・
生
繭
・

石
炭
・
日
用
品
等
々
が
運
ば
れ
ま

し
た
。
開
通
に
よ
っ
て
全
線
の

人
々
は
早
速
そ
の
恩
恵
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
、
高
崎
・
前
橋
等
や

上
京
の
便
、
通
勤
や
通
学
等
に
は

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
私
の
祖

父
や
父
も
前
橋
の
師
範
学
校
へ
学

ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
開
業
以
来
苦
境
を
乗
り
越
え
つ

つ
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
上
野
鉄
道

も
、
時
の
流
れ
も
あ
っ
て
い
つ
ま

で
も
軽
便
鉄
道
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
に
疑
義
を
も
つ
社
員
も
い
ま
し

た
。
特
に
革
新
的
な
意
見
を
も
っ

た
監
査
役
の
山
田
昌
吉
氏
は
鉄
道

電
化
へ
強
い
待
望
を
推
し
進
め
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
電
灯
以
外
に

電
力
を
他
に
使
用
す
る
こ
と
に
反

対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
山
田
氏
の

努
力
に
よ
っ
て
難
局
を
切
り
抜
け

る
こ
と
が
出
来
、１
９
２
１
年
（
大

正
10
）
山
田
氏
が
社
長
に
就
任
し

て
社
名
を
上
信
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
改
称
し
発
足
を
し
ま
し
た
。

全
線
開
通
を
見
ま
し
た
の
は
１
９

２
４
年
（
大
正
13
）
12
月
で
し
た
。

電
化
に
伴
う
土
木
工
事
の
状
況
を

み
ま
す
と
、
全
線
工
事
を
五
工
区

に
分
け
て
、
請
負
で
容
易
な
工
事

は
一
部
を
直
営
と
し
た
と
言
い
ま

す
。
工
区
は
次
の
よ
う
で
す
。

・
第
一
工
区
は
高
崎
・
馬
庭
間
（
烏

川
橋
梁
を
除
く
）

・
第
二
工
区
は
馬
庭
・
吉
井
間

・
第
三
工
区
は
福
島
・
富
岡
間

・
第
四
工
区
は
南
蛇
井
・
下
仁
田
間

・
第
五
工
区
は
烏
川
橋
梁

　
特
に
、
烏
川
橋
梁
の
工
事
は
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
社
名
を
上

信
電
鉄
と
名
付
け
た
理
由
は
、
下

仁
田
よ
り
現
南
牧
村
磐
戸
を
通
り

南
牧
谷
に
沿
い
な
が
ら
余
地
峠
を

越
え
、
信
州
南
佐
久
郡
の
羽
黒
下

に
出
て
小
梅
線
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
宿
願
に
よ
り
、
上
信
電
気
鉄

道
株
式
会
社
と
命
名
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
磐
戸
村
（
現
南
牧
村
磐

戸
）
に
は
、
磐
戸
駅
の
位
置
ま
で

想
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
鉄
道
か
ら
１

２
７
年
、
上
信
電
鉄
の
電
化
か
ら

１
０
０
年
の
記
録
を
以
っ
て
、
地

域
発
展
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は

経
営
上
大
き
な
苦
難
の
道
の
り
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
バ
ス
路
線

の
開
通
に
よ
っ
て
乗
客
数
の
減

少
、
ま
た
、
今
日
は
自
家
用
車
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
に
よ
っ
て
窮
地
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
私
鉄
と
し
て
は
全
国

は
一
部
を
直
営
と
し
た
と
言
い
ま

す
。
工
区
は
次
の
よ
う
で
す
。

・
第
一
工
区
は
高
崎
・
馬
庭
間
（
烏

川
橋
梁
を
除
く
）

・
第
二
工
区
は
馬
庭
・
吉
井
間

・
第
三
工
区
は
福
島
・
富
岡
間

・
第
四
工
区
は
南
蛇
井
・
下
仁
田
間

・
第
五
工
区
は
烏
川
橋
梁

　
特
に
、
烏
川
橋
梁
の
工
事
は
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
社
名
を
上

信
電
鉄
と
名
付
け
た
理
由
は
、
下

仁
田
よ
り
現
南
牧
村
磐
戸
を
通
り

南
牧
谷
に
沿
い
な
が
ら
余
地
峠
を

越
え
、
信
州
南
佐
久
郡
の
羽
黒
下

に
出
て
小
梅
線
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
宿
願
に
よ
り
、
上
信
電
気
鉄

道
株
式
会
社
と
命
名
し
た
と
言
わ

れ
ま
す
。
磐
戸
村
（
現
南
牧
村
磐

戸
）
に
は
、
磐
戸
駅
の
位
置
ま
で

想
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
野
鉄
道
か
ら
１

２
７
年
、
上
信
電
鉄
の
電
化
か
ら

１
０
０
年
の
記
録
を
以
っ
て
、
地

域
発
展
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は

経
営
上
大
き
な
苦
難
の
道
の
り
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
バ
ス
路
線

の
開
通
に
よ
っ
て
乗
客
数
の
減

少
、
ま
た
、
今
日
は
自
家
用
車
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
に
よ
っ
て
窮
地
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
私
鉄
と
し
て
は
全
国

第
二
番
目
の
創
業
と
い
わ
れ
て
い

る
名
誉
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
仁
田
駅
は
「
関
東
の
駅
百
選
」

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
は
東

京
か
ら
お
座
敷
列
車
が
乗
り
入
れ

て
賑
わ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。
何
と
い
っ
て
も
通
勤
、
特
に

通
学
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
鉄

道
で
す
。
　
　

　
今
、
ね
ぎ
ぼ
う
ず
館
（
西
牧
小

学
校
跡
）
で
は
、
来
年
６
月
ま
で

「
上
信
電
鉄
の
あ
ゆ
み
」
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の

人
に
ご
覧
戴
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
に
は
フ

ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、

自
筆
の
絵
や
多
く
の
著
名
人
の
絵

画
・
版
画
等
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

明
治
よ
り
　
走
り
続
け
し

　
二
番
目
の
　
私
鉄
や
名
誉

　
　
群
馬
の
誇
り

桑
畑
の
　
中
走
り
た
る

　
過
去
影
や
消
え
　
嬉
し
き
事
に

　
　
地
域
や
開
く

百
年
余
　
走
り
続
け
し

　
鉄
道
の
　
多
き
功
績

　
　
喜
び
た
た
ふ
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等
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７
月
21
日（
日
）体
協
山
岳
部
は

車
山
高
原
に
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま

し
た
。

　
山
頂
ま
で
は
た
く
さ
ん
の
高
山

植
物
に
迎
え
ら
れ
て
進
み
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、山
頂
か
ら
は
各
ア

ル
プ
ス
の
雄
姿
を
は
じ
め
、３
６
０

度
絶
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。た
だ
残
念
な
こ
と
に
、富
士

山
だ
け
は
雲
隠
れ
し
て
お
り
、そ
の

雄
姿
を
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
８
月
８
日（
木
）、（
株
）東
洋
食
品

様
（
下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）の
社
員
４
名
に
よ
り
、下
仁
田

小
学
校
の
家
庭
科
室
の
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　「
子
ど
も
た
ち
に
も

調
理
の
楽
し
み
や
喜
び
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
流
し
な
ど
を
ピ
カ
ピ

カ
に
磨
き
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
株
）東
洋
食
品
の
地
域
貢
献
活
動

『
下
仁
田
小
学
校
家
庭
科
室
』清
掃

　
法
務
省
主
唱
の「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
あ
る
７
月

に
、
毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
社

明
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金

額
は
６
６
７
，
２
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
募
金
は
、以
下
の
よ
う
な

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
活

動
に
大
事
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

☆
少
年
院
・
更
生
保
護
施
設
・
依

存
症
者
の
回
復
施
設
・
自
立
支
援

施
設
・
児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の

支
援 社

明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

☆
刑
務
所
の
出
所
者
へ
の
就
労
支

援
☆
犯
罪
被
害
者
支
援

☆
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
（
薬
物

乱
用
防
止
・
特
殊
詐
欺
防
止
・
地

域
見
守
り
活
動
）

☆「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
広

報
活
動

☆
災
害
時
に
お
け
る
支
援
（
今
年
１

月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
に
は

７
０
，
０
０
０
円
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
）

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
限
ら
ず
動
物
が
好

き
な
方
の
参
加
大
歓
迎
！

　
当
日
は
犬
と
の
接
し
方
や
ゲ
ー

ム
、交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

９
月
２９
日（
日
）

午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

●
場
所

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
｀
Ｓ
　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ

（
下
仁
田
町
西
野
牧
１
２
１
５
４
―

２
７
７
）

●
募
集
人
数

男
女
各
１０
名
程
度
　
　

●
年
齢

２０
代
後
半
〜
４０
代
ま
で
の
独
身
男
女

●
料
金

男
性
　
５
，０
０
０
円

女
性
　
３
，０
０
０
円

●
お
申
込
み
方
法

メ
ー
ル
に
て

（prior.party@
prior.co.jp

）

件
名
　
下
仁
田
イ
ベ
ン
ト
申
込

本
文
　
①
氏
名
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）・

性
別
　
②
年
齢
：
生
年
月
日
　
③

職
業
　
④
ご
連
絡
先
（
携
帯
番
号
）

⑤
お
住
ま
い（
市
町
村
·
他
）

⑥
犬
同
伴（
有
・
無
）を
ご
記
入
く

だ
さ
い 犬

好
き
♡
男
女
集
合
〜
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と一緒
に
楽
し
む

出
会
い
交
流
会
〜
　愛
犬
と
同
伴
O
K
！

●
応
募
締
切

９
月
１２
日（
木
）ま
で

抽
選
制（
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は

優
先
）

◇
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、婚
活

や
結
婚
に
向
け
て
の
個
別
相
談
（
無

料
）
を
承
り
ま
す
。応
募
期
間
内
に

上
記
へ
メ
ー
ル
も
し
く
は
お
電
話
で

ご
相
談
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（
運
営
委
託
）：
プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
　
婚
活
事
務
局
　
金
井

☎
０
８
０
―
２
０
７
７
―
５
９
６
０

ま
で

　
リ
ユ
ー
ス
シ
ョッ
プ・書
店・整
骨

院
な
ど
、幅
広
い
業
種
で
店
舗
を
展

開
し
て
い
る（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
様

（
太
田
市
／
新
井
英
雄
社
長
）か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
に

よ
り
金
７
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、同
社
か
ら
は
４
年
連
続
で

ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
、今
回
を
合

わ
せ
２
，６
０
０
万
円
の
ご
寄
付
と

な
り
ま
す
。

　
測
量
業
務
を
中
心
に
、公
共
事
業

か
ら
民
間
事
業
ま
で
、広
く
事
業
を

展
開
し
て
い
る（
株
）リ
ョ
ー
チ
様

（
高
崎
市
／
松
本
陵
社
長
）か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
に

よ
り
金
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、同
社
か
ら
は
４
年
連
続
で

ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
、今
回
を
合

わ
せ
４
０
０
万
円
の
ご
寄
付
と
な
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
様
か
ら

金
７
０
０
万
円
寄
付

（
株
）リ
ョ
ー
チ
様
か
ら

金
１
０
０
万
円
寄
付

町
内
対
抗
野
球 

郡
予
選
会
結
果

　
８
月
４
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
郡

予
選
会
で
下
仁
田
チ
ー
ム
が
勝
利
し

ま
し
た
。勝
利
し
た
下
仁
田
チ
ー
ム
は

９
月
28
日（
土
）か
ら
開
催
の
県
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福
　
島

（
甘
楽
町
）

下
仁
田

0 7

下仁田

令
和
６
年
度
　
下
仁
田
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト

　
い
た
だ
い
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
下
仁
田
町
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
への
修
学
・
U
タ
ー
ン
支
援
事
業
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
」
の
運
営
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業

様
方
の
お
気
持
ち
に
よ
り
成
り
立
って
い
る
制
度
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

新井英雄
社長

松本陵
社長

お申込み
二次元
バーコード
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動
）

☆「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
広

報
活
動

☆
災
害
時
に
お
け
る
支
援
（
今
年
１

月
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
に
は

７
０
，
０
０
０
円
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
）

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
限
ら
ず
動
物
が
好

き
な
方
の
参
加
大
歓
迎
！

　
当
日
は
犬
と
の
接
し
方
や
ゲ
ー

ム
、交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

９
月
２９
日（
日
）

午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

●
場
所

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
｀
Ｓ
　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ

（
下
仁
田
町
西
野
牧
１
２
１
５
４
―

２
７
７
）

●
募
集
人
数

男
女
各
１０
名
程
度
　
　

●
年
齢

２０
代
後
半
〜
４０
代
ま
で
の
独
身
男
女

●
料
金

男
性
　
５
，０
０
０
円

女
性
　
３
，０
０
０
円

●
お
申
込
み
方
法

メ
ー
ル
に
て

（prior.party@
prior.co.jp

）

件
名
　
下
仁
田
イ
ベ
ン
ト
申
込

本
文
　
①
氏
名
（
フ
ル
ネ
ー
ム
）・

性
別
　
②
年
齢
：
生
年
月
日
　
③

職
業
　
④
ご
連
絡
先
（
携
帯
番
号
）

⑤
お
住
ま
い（
市
町
村
·
他
）

⑥
犬
同
伴（
有
・
無
）を
ご
記
入
く

だ
さ
い 犬

好
き
♡
男
女
集
合
〜
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と一緒
に
楽
し
む

出
会
い
交
流
会
〜
　愛
犬
と
同
伴
O
K
！

●
応
募
締
切

９
月
１２
日（
木
）ま
で

抽
選
制（
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は

優
先
）

◇
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、婚
活

や
結
婚
に
向
け
て
の
個
別
相
談
（
無

料
）
を
承
り
ま
す
。応
募
期
間
内
に

上
記
へ
メ
ー
ル
も
し
く
は
お
電
話
で

ご
相
談
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（
運
営
委
託
）：
プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
　
婚
活
事
務
局
　
金
井

☎
０
８
０
―
２
０
７
７
―
５
９
６
０

ま
で

　
リ
ユ
ー
ス
シ
ョッ
プ・書
店・整
骨

院
な
ど
、幅
広
い
業
種
で
店
舗
を
展

開
し
て
い
る（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
様

（
太
田
市
／
新
井
英
雄
社
長
）か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
に

よ
り
金
７
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、同
社
か
ら
は
４
年
連
続
で

ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
、今
回
を
合

わ
せ
２
，６
０
０
万
円
の
ご
寄
付
と

な
り
ま
す
。

　
測
量
業
務
を
中
心
に
、公
共
事
業

か
ら
民
間
事
業
ま
で
、広
く
事
業
を

展
開
し
て
い
る（
株
）リ
ョ
ー
チ
様

（
高
崎
市
／
松
本
陵
社
長
）か
ら

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
に

よ
り
金
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、同
社
か
ら
は
４
年
連
続
で

ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
、今
回
を
合

わ
せ
４
０
０
万
円
の
ご
寄
付
と
な
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
株
）プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
様
か
ら

金
７
０
０
万
円
寄
付

（
株
）リ
ョ
ー
チ
様
か
ら

金
１
０
０
万
円
寄
付

町
内
対
抗
野
球 

郡
予
選
会
結
果

　
８
月
４
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
郡

予
選
会
で
下
仁
田
チ
ー
ム
が
勝
利
し

ま
し
た
。勝
利
し
た
下
仁
田
チ
ー
ム
は

９
月
28
日（
土
）か
ら
開
催
の
県
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

福
　
島

（
甘
楽
町
）

下
仁
田

0 7

下仁田

令
和
６
年
度
　
下
仁
田
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト

　
い
た
だ
い
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
下
仁
田
町
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
への
修
学
・
U
タ
ー
ン
支
援
事
業
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
」
の
運
営
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業

様
方
の
お
気
持
ち
に
よ
り
成
り
立
って
い
る
制
度
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
地
域
創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

新井英雄
社長

松本陵
社長

お申込み
二次元
バーコード
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「
令
和
6
年
度
薬
と
健
康
の
週
間
記

念
甘
楽
富
岡
健
康
フ
ェア
〜
元
気
を

さ
さ
え
る
く
す
り
の
あ
れ
こ
れ
〜
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
、お
薬
手
帳
を

持
参
の
う
え
、お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。主
な
内
容
は
、薬
剤
師
に

よ
る
健
康
相
談
や
子
供
を
対
象
と

し
た
薬
剤
師
業
務
体
験
等
で
す
。

　
な
お
、悪
天
候
等
の
場
合
は
、中

止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
29
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場
　
富
岡
市
役
所
議
会
棟

富
岡
市
富
岡
1
4
6
0
―
1

●
主
催
　
富
岡
・
甘
楽
薬
剤
師
会
、

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
係
　

☎
62
―
1
5
4
1

富
岡
・
甘
楽
薬
剤
師
会
と
富
岡
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
自
殺
や
心
の
病
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
す
た
め
、
県
で
は
9
月
を
「
自

殺
予
防
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
こ
こ
ろ
が
も
や
も
や
し
た
り
、

不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
た
時
は
、

そ
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
0
6
4
―
5
5
6

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

（
月
〜
金
・
祝
日
は
除
く
）

◎
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
1
1
5
6

午
前
9
時
〜
午
後
５
時
（
月
〜
金
）

◎
群
馬
い
の
ち
の
電
話

☎
0
2
7
―
2
1
2
―
0
7
8
3

午
前
9
時
〜
午
前
０
時
（
年
中
無

休
）

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
は
24
時
間

受
信

◎
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

　　
電
話
や
S
N
S
で

　
相
談
で
き
ま
す

◎
自
死
遺
族
相
談

●
対
象
者

　
ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
方
（
家
族
、
婚
約
者
、
親
し
い

友
人
な
ど
）

●
日
時
　毎
月
１
回
（
完
全
予
約

制
）

●
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
野
中
町
３
６

８
）

●
申
込
み
方
法

　
事
前
に
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

　

９
月
は
群
馬
県
自
殺
予
防
月
間
で
す

〜
つ
ら
い
時
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

　
生
活
習
慣
病
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
を
目
的
に
、食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
が
楽
し
い
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
９
月
26
日（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

●
会
場

公
民
館
２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容
　
調
理
実
習
「
生
活
習
慣

病
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
食

事
」
、
食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら

の
講
話
（
調
理
後
、
試
食
を
行
い

ま
す
。
）

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、参
加
費

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

保
健
課
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）

☎
８２
―
５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
」
受
講
者
募
集
！ 

　
家
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
筋
力

を
保
つ
た
め
の
運
動
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
町
民

●
定
員
　
15
人

●
会
場

公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
鬼
石
モ
デ
ル
】
、
個
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
筋
肉
量
測
定
等

●
日
程
　
10
月
10
日
・
10
月
24

日
・
11
月
14
日
・
11
月
28
日
・

2
0
2
5
年
1
月
9
日
・
2
月
13

日
・
3
月
13
日
（
全
て
木
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
柔

道
整
復
師
、
管
理
栄
養
士

●
申
し
込
み
期
限

9
月
30
日（
月
）た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

【
参
加
者
募
集
】

足
腰
元
気
に
貯
筋
教
室

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る

足
を
守
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
30
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場

公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容
　
講
話
と
足
の
体
操

●
対
象
者
　
町
民
ど
な
た
で
も

●
参
加
方
法
　申
込
不
要

●
参
加
費
　無
料

●
用
意
す
る
物
　靴
下
を
脱
ぎ
裸

足
に
な
れ
る
支
度
、水
分
補
給
の
飲

み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

【
参
加
者
募
集
】

フ
ッ
ト
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
「
足
の
健
康
教
室
」

健康健康

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
被
害
は
、県
内
で
も

後
を
絶
た
ず
、多
く
の
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。特
殊
詐
欺
は一本
の

電
話
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
こ

と
か
ら
、被
害
防
止
に
は
犯
人
か

ら
の
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
有
効

で
す
。固
定
電
話
に
工
事
不
要
で

簡
単
に
設
置
で
き
る「
特
殊
詐
欺

電
話
対
策
装
置
」を
設
置
す
る

と
、相
手
方
に
録
音
す
る
旨
の
警

告
音
声
を
発
し
て
、自
宅
の
呼
出

し
音
が
鳴
る
こ
と
か
ら
、録
音
を

嫌
う
犯
人
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま

う
た
め
、犯
人
か
ら
の
電
話
が
あ
っ

た
こ
と
さ
え
気
付
か
ず
に
撃
退
で

き
ま
す
。設
置
先
の
ご
本
人
だ
け

で
な
く
、離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、群
馬
県
が
厳
重
に
管
理
し
、本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
で
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間

令
和
６
年
９
月
16
日（
月
）〜
10
月

31
日（
木
）（
ハ
ガ
キ
で
応
募
の
場

合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格

①
設
置
者
の
住
所
が
群
馬
県
内
に

あ
る
個
人
で
あ
る
こ
と
、②
設
置

先
に
固
定
電
話
が
あ
る
こ
と
、③

当
選
後
に
群
馬
県
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
こ
と
、④
転

売
を
し
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

①
特
設
サ
イ
ト
か
ら
応
募
、②
ハ

ガ
キ
、ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

※
ハ
ガ
キ・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
の
場
合

は
、「
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号・年
齢・設
置
者
と
の
関
係

（
続
柄
）」「
設
置
者
の
氏
名
・
住

所
・
固
定
電
話
の
電
話
番
号
・
年

齢
」「
送
付
先
の
希
望（
応
募
者
、

ま
た
は
、設
置
者
）を
明
記
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
せ
先

〒
３
７
０
―
０
０
１
８
群
馬
県
高

崎
市
新
保
町
１
３
９
―
１

株
式
会
社
中
広（
チ
ュ
ウ
コ
ウ
）内

「
群
馬
県
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
」

☎
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
３

℻
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
８

「
こ
こ
か
ら
サ
ギ
は
通
さ
な
い
！
」「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
こ
こ
か
ら
サ
ギ
は
通
さ
な
い
！
」「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

↑特設サイトは
こちらから

令
和
６
年
度 
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「
令
和
6
年
度
薬
と
健
康
の
週
間
記

念
甘
楽
富
岡
健
康
フ
ェア
〜
元
気
を

さ
さ
え
る
く
す
り
の
あ
れ
こ
れ
〜
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
、お
薬
手
帳
を

持
参
の
う
え
、お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。主
な
内
容
は
、薬
剤
師
に

よ
る
健
康
相
談
や
子
供
を
対
象
と

し
た
薬
剤
師
業
務
体
験
等
で
す
。

　
な
お
、悪
天
候
等
の
場
合
は
、中

止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
29
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場
　
富
岡
市
役
所
議
会
棟

富
岡
市
富
岡
1
4
6
0
―
1

●
主
催
　
富
岡
・
甘
楽
薬
剤
師
会
、

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
係
　

☎
62
―
1
5
4
1

富
岡
・
甘
楽
薬
剤
師
会
と
富
岡
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
自
殺
や
心
の
病
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
す
た
め
、
県
で
は
9
月
を
「
自

殺
予
防
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
こ
こ
ろ
が
も
や
も
や
し
た
り
、

不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
た
時
は
、

そ
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
0
6
4
―
5
5
6

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

（
月
〜
金
・
祝
日
は
除
く
）

◎
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
1
1
5
6

午
前
9
時
〜
午
後
５
時
（
月
〜
金
）

◎
群
馬
い
の
ち
の
電
話

☎
0
2
7
―
2
1
2
―
0
7
8
3

午
前
9
時
〜
午
前
０
時
（
年
中
無

休
）

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
は
24
時
間

受
信

◎
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

　　
電
話
や
S
N
S
で

　
相
談
で
き
ま
す

◎
自
死
遺
族
相
談

●
対
象
者

　
ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
方
（
家
族
、
婚
約
者
、
親
し
い

友
人
な
ど
）

●
日
時
　毎
月
１
回
（
完
全
予
約

制
）

●
場
所
　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
野
中
町
３
６

８
）

●
申
込
み
方
法

　
事
前
に
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

　

９
月
は
群
馬
県
自
殺
予
防
月
間
で
す

〜
つ
ら
い
時
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

　
生
活
習
慣
病
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
を
目
的
に
、食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
が
楽
し
い
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
９
月
26
日（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

●
会
場

公
民
館
２
階
　
栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容
　
調
理
実
習
「
生
活
習
慣

病
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
食

事
」
、
食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら

の
講
話
（
調
理
後
、
試
食
を
行
い

ま
す
。
）

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、参
加
費

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

保
健
課
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）

☎
８２
―
５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
に
よ
る

「
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
」
受
講
者
募
集
！ 

　
家
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
筋
力

を
保
つ
た
め
の
運
動
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
町
民

●
定
員
　
15
人

●
会
場

公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
鬼
石
モ
デ
ル
】
、
個
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
筋
肉
量
測
定
等

●
日
程
　
10
月
10
日
・
10
月
24

日
・
11
月
14
日
・
11
月
28
日
・

2
0
2
5
年
1
月
9
日
・
2
月
13

日
・
3
月
13
日
（
全
て
木
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
柔

道
整
復
師
、
管
理
栄
養
士

●
申
し
込
み
期
限

9
月
30
日（
月
）た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

【
参
加
者
募
集
】

足
腰
元
気
に
貯
筋
教
室

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る

足
を
守
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
30
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場

公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容
　
講
話
と
足
の
体
操

●
対
象
者
　
町
民
ど
な
た
で
も

●
参
加
方
法
　申
込
不
要

●
参
加
費
　無
料

●
用
意
す
る
物
　靴
下
を
脱
ぎ
裸

足
に
な
れ
る
支
度
、水
分
補
給
の
飲

み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

【
参
加
者
募
集
】

フ
ッ
ト
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
「
足
の
健
康
教
室
」

健康健康

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
被
害
は
、県
内
で
も

後
を
絶
た
ず
、多
く
の
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。特
殊
詐
欺
は一本
の

電
話
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
こ

と
か
ら
、被
害
防
止
に
は
犯
人
か

ら
の
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
有
効

で
す
。固
定
電
話
に
工
事
不
要
で

簡
単
に
設
置
で
き
る「
特
殊
詐
欺

電
話
対
策
装
置
」を
設
置
す
る

と
、相
手
方
に
録
音
す
る
旨
の
警

告
音
声
を
発
し
て
、自
宅
の
呼
出

し
音
が
鳴
る
こ
と
か
ら
、録
音
を

嫌
う
犯
人
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま

う
た
め
、犯
人
か
ら
の
電
話
が
あ
っ

た
こ
と
さ
え
気
付
か
ず
に
撃
退
で

き
ま
す
。設
置
先
の
ご
本
人
だ
け

で
な
く
、離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、群
馬
県
が
厳
重
に
管
理
し
、本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
で
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間

令
和
６
年
９
月
16
日（
月
）〜
10
月

31
日（
木
）（
ハ
ガ
キ
で
応
募
の
場

合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格

①
設
置
者
の
住
所
が
群
馬
県
内
に

あ
る
個
人
で
あ
る
こ
と
、②
設
置

先
に
固
定
電
話
が
あ
る
こ
と
、③

当
選
後
に
群
馬
県
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
こ
と
、④
転

売
を
し
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

①
特
設
サ
イ
ト
か
ら
応
募
、②
ハ

ガ
キ
、ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

※
ハ
ガ
キ・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
の
場
合

は
、「
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号・年
齢・設
置
者
と
の
関
係

（
続
柄
）」「
設
置
者
の
氏
名
・
住

所
・
固
定
電
話
の
電
話
番
号
・
年

齢
」「
送
付
先
の
希
望（
応
募
者
、

ま
た
は
、設
置
者
）を
明
記
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
せ
先

〒
３
７
０
―
０
０
１
８
群
馬
県
高

崎
市
新
保
町
１
３
９
―
１

株
式
会
社
中
広（
チ
ュ
ウ
コ
ウ
）内

「
群
馬
県
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
」

☎
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
３

℻
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
８

「
こ
こ
か
ら
サ
ギ
は
通
さ
な
い
！
」「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
こ
こ
か
ら
サ
ギ
は
通
さ
な
い
！
」「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

↑特設サイトは
こちらから

令
和
６
年
度 

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆9月１日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／売薬と処方薬のちがい　　　　火／ブラッシングの習慣
水／60歳で24本以上の自分の歯がありますか？　　木／臭いが分からない！
金／誤解、あるいは「乳がん」という病気のこと　土日／オーラルフレイルチェック；０Ｆ－５について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆12日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（9月～10月）」

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

9月5日（木）
10月10日（木）

9月27日（金）

10月25日（金）

10月11日（金）

予約締切日
10月9日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年6月～7月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年12月～令和6年1月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

令和4年1月～2月生まれ

令和3年7月～8月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月3・10・17
　　24日（火）

9月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
９月はアルツハイマー月間、

９月21日は世界アルツハイマーデーです！
今年のテーマは『共に生き ともに歩もう 認知症』

期間は９月３日から９月30日までです。
●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

役場庁舎内に認知症啓発の
パネル展示を行っています

公民館の図書室に
「認知症の本コーナー」をつくりました

昨年の掲示の様子 昨年の様子

お越しの際は、ご覧ください。

認知症への理解を
深める１歩として
本を読んでみませんか

お薬手帳を活用しましょう
　お薬手帳は、医療機関で処方された薬の名前・飲む量・回数などの記録を残すための手帳です。継続的に
薬を服用する場合、お薬手帳を活用しなかったり、複数のお薬手帳があったりすると薬の飲み合わせや重複
をチェックできません。お薬手帳は必ず1人1冊にまとめ、常に持ち歩くようにしましょう。
お薬手帳のメリット
　①薬の副作用や飲み合わせのリスクを減らせる
　②副作用歴、アレルギー、過去の病気などの情報を伝えられる
　③災害時や旅行時の急病でも、いつもの薬がわかる　　　●問い合わせ先　福祉課国保係　☎64－8801

29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門
スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先　保健課保健予防係　☎82－5490

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆9月１日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／売薬と処方薬のちがい　　　　火／ブラッシングの習慣
水／60歳で24本以上の自分の歯がありますか？　　木／臭いが分からない！
金／誤解、あるいは「乳がん」という病気のこと　土日／オーラルフレイルチェック；０Ｆ－５について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆12日（木）　歯科　午後7時半～8時半
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（9月～10月）」

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

9月5日（木）
10月10日（木）

9月27日（金）

10月25日（金）

10月11日（金）

予約締切日
10月9日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和6年6月～7月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年12月～令和6年1月生まれ

令和5年7月～8月生まれ

令和5年1月～2月生まれ

令和4年7月～8月生まれ

令和4年1月～2月生まれ

令和3年7月～8月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月3・10・17
　　24日（火）

9月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
９月はアルツハイマー月間、

９月21日は世界アルツハイマーデーです！
今年のテーマは『共に生き ともに歩もう 認知症』

期間は９月３日から９月30日までです。
●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

役場庁舎内に認知症啓発の
パネル展示を行っています

公民館の図書室に
「認知症の本コーナー」をつくりました

昨年の掲示の様子 昨年の様子

お越しの際は、ご覧ください。

認知症への理解を
深める１歩として
本を読んでみませんか

お薬手帳を活用しましょう
　お薬手帳は、医療機関で処方された薬の名前・飲む量・回数などの記録を残すための手帳です。継続的に
薬を服用する場合、お薬手帳を活用しなかったり、複数のお薬手帳があったりすると薬の飲み合わせや重複
をチェックできません。お薬手帳は必ず1人1冊にまとめ、常に持ち歩くようにしましょう。
お薬手帳のメリット
　①薬の副作用や飲み合わせのリスクを減らせる
　②副作用歴、アレルギー、過去の病気などの情報を伝えられる
　③災害時や旅行時の急病でも、いつもの薬がわかる　　　●問い合わせ先　福祉課国保係　☎64－8801

29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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99
7月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

光源寺　信（岳・文香）小　川
こうげんじ しん

田貝　柑奈（智史・晃子）大桑原
たがい かん な

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（静　江）
（敏　治）
（篤　司）
（伸　一）
（克　郎）
（一　彦）
（　浩　）
（恵里子）
（　護　）
（道　徳）
（善　澄）
（好　美）
（伸　晴）
（　渉　）

川　井
中　央
仲　町
下　町
下　町
中　央
東　町
小　川
西野牧
吉　崎
下小坂
中小坂
南野牧
仲　町

青木　一二　
今井ゆき子
市川　ノブ
伊藤　リン 
櫻井昭太郎
黒澤　勇
茂木　サク
小金澤　清
髙橋　三郎
高𣘺　邦夫
佐藤　敏夫
茂木　清二
並木わかの
新井　俊子

月
9

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確

認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

9
月
28
日（
土
）・29
日（
日
）

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
火
）・
19
日（
木
）・
27
日

（
金
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
木
）・
18
日（
金
）・
30
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
９
月
30
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

下仁田町公式 SNSについて

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

森の妖精コンテスト

in上信電鉄
～上信電鉄×女性村ねぎぼうず コラボイベントを開催～～上信電鉄×女性村ねぎぼうず コラボイベントを開催～

高栁　敦妃　 　（茨城県）
柳　　芽生　　 （本　宿）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

人口
　男
　女
世帯

（　21）
（　11）
（　10）
（　 7）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,204人
3,054人
3,150人
3,137世帯

転入   11人/  出生 2人
転出   16人/  死亡 18人

（8月1日現在）

（7月中）

広
報 月

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

No821

月月

下仁田町下仁田町

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

下仁田町商業協同組合 ※ポイント、商品券の取り扱いは
　加盟店により異なります。

有
料
広
告

毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍毎月１０日・２０日・３０日はポイント２倍

広
報しもにた
２０２4年２０２4年

【下仁田町商業協同組合 加盟店】

お買い物は地元商店街でお買い物は地元商店街で
貯めて使おう！！ スクラムポイント貯めて使おう！！ スクラムポイント ～１０月開催予定～～１０月開催予定～

商業協同組合グラウンド
ゴルフ大会

商業協同組合グラウンド
ゴルフ大会

●参加条件
スクラムカード７００ポイント
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。

●参加条件
スクラムカード７００ポイント
お持ちのスクラムカード
をご確認ください。
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！
加盟店より、たくさんの賞品が
用意されます！！

・マルイ洋品店　・花のたかはし　  ・かしわや呉服店　・ヨシザワ洋品店
・えびすや　　　・鈴木電機商会　  ・総本家紙屋　　　・大井田薬局　　
・茂木時計店　　・カネミさいとう  ・清月堂 喜楽庵　  ・吉野屋
・三文字屋　　　・大協エネルギー  ・中江米穀店　　　・中磯商店　　　
・布屋　　　　　・たかはし文具店  ・インテリア高橋　・寝具の大島　　
・土谷電気商会　・カシワヤ薬局　  ・コバヤシ薬局　　・里見文林堂
・森川酒店　　　※順不同


